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はじめに 

本事後調査報告書は、「うめきた２期地区北街区開発事業」及び「うめきた２期地区南街

区開発事業」の２つの事業に係る事後調査の結果について、大阪市環境影響評価条例（平成

10 年 大阪市条例第 29 号）に基づき、所要の事項をとりまとめたものである。 

なお、これらの２つの事業はいずれも同条例に基づく対象事業に該当し、また相互に関連

する事業であることから、同条例第 38 条に基づき、手続きを併合して行うものである。 
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１．事業者の氏名及び所在地 

 

1. 1 うめきた２期地区北街区開発事業について 

 

対象事業の名称：うめきた２期地区北街区開発事業 

（以下、「北街区事業」という。） 

 

事業者の氏名及び所在地 

 

名 称：大阪ガス都市開発株式会社 

代表者：代表取締役社長 友田 泰弘 

所在地：大阪市中央区平野町四丁目１番２号 

 

名 称：オリックス不動産株式会社 

代表者：代表取締役 深谷 敏成 

所在地：東京都港区浜松町二丁目３番１号 

 

名 称：関電不動産開発株式会社 

代表者：代表取締役社長 福本 恵美 

所在地：大阪市北区中之島三丁目３番 23 号 

 

名 称：積水ハウス株式会社 

代表者：代表取締役 仲井 嘉浩 

所在地：大阪市北区大淀中一丁目１番 88 号 

 

名 称：株式会社竹中工務店 

代表者：取締役社長 佐々木 正人 

所在地：大阪市中央区本町四丁目１番 13 号 

 

名 称：阪急電鉄株式会社 

代表者：代表取締役 嶋田 泰夫 

所在地：大阪府池田市栄町１番１号 

 

名 称：三菱地所株式会社 

代表者：代表執行役 中島 篤 

所在地：東京都千代田区大手町一丁目１番１号 

 

名 称：三菱地所レジデンス株式会社 

代表者：代表取締役 宮島 正治 

所在地：東京都千代田区大手町一丁目９番２号 

 

名 称：うめきた開発特定目的会社 

代表者：取締役 新田 浩二郎 

所在地：東京都千代田区丸の内一丁目４番１号 東京共同会計事務所内 
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1. 2 うめきた２期地区南街区開発事業について 

 

対象事業の名称：うめきた２期地区南街区開発事業 

（以下「南街区事業」という。） 

 

事業者の氏名及び所在地 

 

名 称：大阪ガス都市開発株式会社 

代表者：代表取締役社長 友田 泰弘 

所在地：大阪市中央区平野町四丁目１番２号 

 

名 称：オリックス不動産株式会社 

代表者：代表取締役 深谷 敏成 

所在地：東京都港区浜松町二丁目３番１号 

 

名 称：関電不動産開発株式会社 

代表者：代表取締役社長 福本 恵美 

所在地：大阪市北区中之島三丁目３番 23 号 

 

名 称：積水ハウス株式会社 

代表者：代表取締役 仲井 嘉浩 

所在地：大阪市北区大淀中一丁目１番 88 号 

 

名 称：株式会社竹中工務店 

代表者：取締役社長 佐々木 正人 

所在地：大阪市中央区本町四丁目１番 13 号 

 

名 称：阪急電鉄株式会社 

代表者：代表取締役 嶋田 泰夫 

所在地：大阪府池田市栄町１番１号 

 

名 称：三菱地所株式会社 

代表者：代表執行役 中島 篤 

所在地：東京都千代田区大手町一丁目１番１号 

 

名 称：三菱地所レジデンス株式会社 

代表者：代表取締役 宮島 正治 

所在地：東京都千代田区大手町一丁目９番２号 

 

名 称：うめきた開発特定目的会社 

代表者：取締役 新田 浩二郎 

所在地：東京都千代田区丸の内一丁目４番１号 東京共同会計事務所内 
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２．対象事業の概要 

 

2. 1 対象事業を実施する区域 

大阪市北区大深町地内（図 2-1 参照） 

 

2. 2 施設計画の概要 

北街区事業及び南街区事業における事業の目的及び主要な施設の内容は表 2-1 に、施

設配置平面図及び施設立面図は図 2-2、2-3 に示すとおりである。 

建物はいずれも、低層部の上に壁面を後退させた中層部・高層部が乗った形となる。

また、北街区の北高層棟、南街区の南高層棟が住宅となる計画である。 

なお、大阪市の「大阪駅北地区まちづくり基本計画」において、事業計画地の東側の

道路及び北街区・南街区間の道路は、それぞれ「シンボル軸」及び「にぎわい軸」と位

置づけられている。これらの沿道には植栽を施すなど、大阪駅前の新たなシンボルにふ

さわしい都市景観の形成を図る計画である。また、事業計画地西側には、新梅田シティ

側とのつながりを意識して植栽などを整備する計画である。 

駐車場については、北街区に約 500 台、南街区に約 880 台を整備するとともに、グラ

ンフロント大阪への敷地外駐車場（予定）として約 110 台を確保する計画である。駐車

場台数は、来場車両予測及び法・条例により必要な台数を勘案して設定している。なお、

最終的な駐車場台数の確定に向けては、さらに関係部局等の指導を得ながら必要最小限

の台数を確保する計画である。 

駐車場の位置については、来場車両用の駐車場の多くは地下階に設ける計画であり、

その出入口は、すべて事業計画地の西側に設けることで、シンボル軸、賑わい軸沿道に

安全な歩行者空間を確保する。駐車場の出入口位置は図 2-2 に示すとおりである。 
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図 2-1 事業計画地の位置 

 

済み道路 
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表 2-1 事業の目的及び主要な施設の内容 

 

 北街区事業 南街区事業 

目  的 

大阪及び関西の再生をリードし、我が国に新たな国際競争力をもた
らす新たなまちづくりが期待されるうめきた地区において、「みど
り」と「イノベーション」の融合拠点形成に向けた開発や国際競争
力のある高度な都市機能と新産業創出・知的人材育成の拠点となる
中核機能の導入等により、大阪駅周辺地域や関西圏の活性化を誘引
し、先行開発区域（グランフロント大阪）とともに、大阪及び関西
の都市再生の推進に貢献することを目的とする。 

商業機能、宿泊機能、住宅機能及
び新産業創出機能・知的人材育成
機能を主体に、世界をリードする
イノベーション創出拠点を形成
することを目的とする。 

商業機能、業務機能、宿泊機能、
住宅機能及び国際集客交流機能
を主体に、賑わいや交流のある世
界に開かれた大阪にふさわしい
国際競争力のある高度な都市機
能集積を形成することを目的と
する。 

計
画
地
の
概
要 

所在地 大阪市北区大深町地内 

敷地面積 約 15,720ｍ2 約 30,440ｍ2 

区域の指定 都市計画区域内（市街化区域） 

地域・地区 商業地域、都市再生特別地区、駐車場整備地区 

防火地域 防火地域 

基準建ぺい率 80％（耐火建築物の場合 100％） 

容積率最高限度 
650％ 

（都市再生特別地区の都市計画により 

 最高限度緩和） 

1,100％ 
（都市再生特別地区の都市計画により 

 最高限度緩和） 

施
設
の
概
要 

建築面積 
約 10,300ｍ2 

（建ぺい率約 65％） 
約 22,700ｍ2 

（建ぺい率約 75％） 

容積対象面積 約 102,180ｍ2 約 334,700ｍ2 

延べ面積 約 154,200ｍ2 約 413,000ｍ2 

階数 
南高層棟：地上 26 階・地下３階 
北高層棟：地上 47 階 

南高層棟：地上 51 階・地下２階 
北高層棟：地上 39 階・地下３階 

建物高さ 
南高層棟：約 135ｍ 
北高層棟：約 175ｍ 

南高層棟：約 185ｍ 
北高層棟：約 185ｍ 

構造 
鉄骨鉄筋コンクリート造 

鉄筋コンクリート造＋鉄骨造 
鉄骨鉄筋コンクリート造 

鉄筋コンクリート造＋鉄骨造 

主な用途 
中核機能、店舗、ホテル、 

住宅等 
事務所、店舗、ホテル、住宅、 

中核機能等 

駐車台数 
約 500 台 

（敷地外駐車台数（予定）を含む） 

約 990 台 
（敷地外駐車台数（予定）を含む） 

注：1.規模の詳細に関しては、想定している規模が最大となる場合を示している。 

  2.中核機能とは、目的に示す「新産業創出機能・知的人材育成機能」（北街区事業：会議室、事

務所、講義室、SOHO、サロン、多目的スペース等）、「国際集客交流機能」（南街区事業：MICE

施設等）である。 
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図 2-2 施設配置計画図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 施設立面図（東立面） 
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３．対象事業の実施状況 

 

評価書及び現時点の工事の全体工程を表 3-1 に示す。 

 

＜北街区工事＞ 

北街区の工事工程については、南高層棟（賃貸棟）の工事について、令和６年４月に

完了した。令和４年４月に着工した北高層棟（住宅棟）の工事については、計画変更（地

下階の削減等）により、工期が短縮される見通しである。 

各棟の工事の実施状況は次のとおりである。 

 

北街区 南高層棟（賃貸棟） 

・令和２年 12 月に工事着手。 

・令和６年４月の外構工事終了をもって工事完了。 

 

北街区 北高層棟（住宅棟） 

・令和４年４月に工事着手。 

・現在、地上躯体工事及び仕上げ工事を実施中。 

 

＜南街区工事＞ 

南街区の工事工程については、北高層棟（賃貸棟）の工事について、令和６年９月に

完了した。南高層棟（住宅棟）の工事については、杭工事まで完了し、現時点では工程

の変更はない。 

各棟の工事の実施状況は次のとおりである。 

 

南街区 北高層棟（賃貸棟） 

・令和２年９月に西側部分、令和４年４月に東側部分の工事に着手。 

・令和６年９月の地下躯体工事、地上躯体工事、仕上げ工事、外構工事の終了をもっ

て工事完了。 

 

南街区 南高層棟（住宅棟） 

・令和６年５月に工事に着手。 

・令和６年５月より準備工事を開始し、６月に完了。 

・令和６年５月より山留工事を開始し、６月に完了。 

・令和６年７月より杭工事を開始し、９月に完了。 

・令和６年 10 月より掘削工事を開始する予定。 
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表 3-1(1) 工事の全体工程（北街区） 

 

年次 
1 2 3 4 5 6 7 8 

R2 R3 年 R4 年 R5 年 R6 年 R7 年 R8 年 R9 年 R10 

準備工事                                

基 
礎 
工 
事 

山留壁工事                                

杭工事                                

掘削工事                                

躯 
体 
工 
事 
等 

地下躯体工事                                

地上躯体工事                                

仕上げ工事                                

外構工事                                

   :評価書工事予定     現状工事実績      :現状工事予定 

   :本報告書報告範囲 

 

表 3-1(2) 工事の全体工程（南街区） 

 

年次 
1 2 3 4 5 6 7 8 

R2 R3 年 R4 年 R5 年 R6 年 R7 年 R8 年 R9 年 R10 

準備工事                                

基 
礎 
工 
事 

山留壁工事                                

杭工事                                

掘削工事                                

躯 
体 
工 
事 
等 

地下躯体工事                                

地上躯体工事                                

仕上げ工事                                

外構工事                                

   :評価書工事予定     現状工事実績      :現状工事予定 

   :本報告書報告範囲 
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４．事後調査項目及び手法 

事後調査計画書に示す建設工事中の調査内容を表 4-1 に、今回の調査期間に行った調

査内容を表 4-2 に示す。 

 

表4-1 事後調査計画の内容（建設工事） 

 

調査項目 調査手法 調査地点・範囲 調査時期・頻度 評価指針 

建設機械・

工事関連車

両の稼働状

況 

種類・型式

別の稼働台

数・稼働時

間等 

工事作業日報の整

理等による 

事業計画地内 工事期間中 環 境 保 全 の 観 点 か

ら、環境負荷の低減

に配慮された工程に

なっていること 

騒

音

・

振

動 

建設作 

業騒音 

・振動 

・騒音レベ

ルの 90％

レンジ上

端値（LA5） 

 

・振動レベ

ルの 80％

レンジ上

端値（L10） 

・騒音 

JIS Z8731 

「環境騒音の表

示・測定方法」

に準拠して測定

する。 

測定高さは地上

1.2ｍ及び 3～5

ｍ付近（仮囲い

上部）とする。 

 

・振動 

JIS Z8735 

「振動レベル測

定方法」に準拠

して測定する。 

・北街区敷地境界 

 ：1 地点 

・南街区敷地境界 

 ：1 地点 

（具体的な調査地

点の位置は調査

時の工事状況に

より決定） 

 

・北街区工事、

南街区工事そ

れぞれについ

て、工事最盛

期の平日各 1

日 

・工事時間帯に

ついて、毎正

時から 10 分

間測定 

・騒音 

特定建設作業に係

る騒音の規制基準

値（85 デシベル）

以下であること 

 

・振動 

特定建設作業に係

る振動の規制基準

値（75 デシベル）

以下であること 

道路交 

通騒音 

・振動 

・等価騒音

レベル 

（ＬAeq） 

 

・振動レベ

ルの 80％

レンジ上

端値（L10） 

 

・交通量 

・騒音 

JIS Z8731 

「環境騒音の表

示・測定方法」

に準拠して測定

する。 

測定高さは地上

1.2ｍとする。 

 

・振動 

JIS Z8735 

「振動レベル測

定方法」に準拠

して測定する。 

 

・交通量 

調査員による計

数を行う。 

事業計画地周辺の

工事関連車両主要

通行ルート沿道 

：2 地点 

・工事最盛期の

平日 1 日 

 

・騒音：工事時

間帯について

連続調査 

 

・振動：工事時

間帯について

毎 正 時 か ら

10 分間測定 

 

・交通量：工事

時間帯につい

て連続調査 

・騒音 

環境基準（昼間：

70 デシベル、夜

間：65 デシベル）

の達成と維持に支

障を及ぼさないこ

と 

 

・振動 

道路交通振動の要

請限度（昼間：70

デシベル、夜間：

65 デシベル）以下

であること 

廃棄物・残土 

種類別の発

生量・排出

量及びリサ

イクル量 

工事作業日報の整

理等による 

事業計画地内 工事期間中 環 境 保 全 の 観 点 か

ら、発生量・排出量

の抑制及び適切なリ

サイクル・処理がな

されていること 

注：騒音・振動については、工事最盛期であった令和４年８月に実施し、令和４年 12 月報告書で報告済み。 
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表4-2 今回の調査期間における調査実施の内容 

 

調査項目 調査手法 調査地点・範囲 調査時期・頻度 評価指針 

建設機械・

工事関連車

両の稼働状

況 

種類・型式

別の稼働台

数・稼働時

間等 

工事作業日報の整

理等による 

事業計画地内 令和５年 10 月

～令和６年９月 

環 境 保 全 の 観 点 か

ら、環境負荷の低減

に配慮された工程に

なっていること 

廃棄物・残土 

種類別の発

生量・排出

量及びリサ

イクル量 

工事作業日報の整

理等による 

事業計画地内 令和５年 10 月

～令和６年９月 

環 境 保 全 の 観 点 か

ら、発生量・排出量

の抑制及び適切なリ

サイクル・処理がな

されていること 
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５．事後調査結果及び評価 

 

5. 1 建設機械・工事関連車両の稼動の状況 

（１）調査結果 

本調査対象期間中（令和５年 10 月～令和６年９月）の建設機械・工事関連車両の稼動

状況は、表 5.1-1 及び表 5.1-2 に示すとおりである。 

 

北街区では、南高層棟（賃貸棟）については、令和５年 10 月以降では地上躯体工事が

令和６年３月、仕上げ工事及び外構工事が令和６年４月に完了し、完成した。 

また、北高層棟（住宅棟）については、令和５年 10 月以降は地上躯体工事を実施中で

ある。 

 

南街区では、北高層棟（賃貸棟）の西側部分については、令和５年 10 月以降では地下

躯体工事、地上躯体工事、仕上げ工事及び外構工事が令和６年９月に完了し、完成した。

東側部分については、令和５年 10 月以降では地下躯体工事が令和６年７月、地上躯体工

事及び仕上げ工事が令和６年９月に完了し、完成した。 

また、南高層棟（住宅棟）については、令和６年５月より準備工事及び山留工事を開

始し、６月に完了した。次に令和６年７月より杭工事を開始し、９月に完了した。令和

６年 10 月より掘削工事を開始する予定である。 

 

（２）評価 

 ① 建設機械 

 ＜北街区工事＞ 

北街区工事については、本調査対象期間中において南高層棟（賃貸棟）の地上躯体

工事及び外構工事が完了したが、引き続き北高層棟（住宅棟）の地上躯体工事が実施

中である。 

本調査対象期間（令和５年 10 月～令和６年９月）の工事の実施状況を予測と比較し

た結果は次のとおりである。 

地上躯体工事については、建設機械稼動台数は予測延べ台数 3,120 台に対して 3,783

台（約 121％）、稼動時間は予測延べ時間 7,670 時間に対して 6,595 時間（約 86％）

であり、延べ台数は予測数量を上回ったが、延べ稼動時間は予測数量を下回った。稼

働台数が予測数量を上回った要因は、生コン車が予測数量を上回ったことによる。そ

の原因としては、工事施工計画の具体化にあたり、躯体工事のコンクリート打設工事

の一部が小分け工事となり、その対応として生コン車１台当たりの積載量が減少した

ためである。また、施設開業に向けて、入居テナントに係る工事も並行して実施され

た。入居テナントに係る工事は事業者が実施するものではなく、評価書での工事量想

定には含まれていないが、実績としては区分ができず、計上されている。 

外構工事については、建設機械稼動台数は予測延べ台数 640 台に対して 589 台（約

92％）、稼動時間は予測延べ時間 5,120 時間に対して 4,123 時間（約 81％）であり、

延べ台数、延べ稼動時間とも予測数量を下回った。 

北街区工事全体としては、本調査対象期間（令和５年 10 月～令和６年９月）の工事

の実施状況を予測と比較した結果は、建設機械稼動台数は予測延べ台数 3,760 台に対
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して 4,372 台（約 116％）、稼動時間は予測延べ時間 12,790 時間に対して 10,718 時

間（約 84％）であり、延べ台数は予測数量を上回ったが、延べ稼動時間は予測数量を

下回った。 

 

 ＜南街区工事＞ 

南街区工事については、本調査対象期間中において南高層棟（住宅棟）の準備工事、

山留工事及び杭工事が完了し、南街区全体としてこれらの工事が完了した。 

準備工事全体の実績は、建設機械稼動台数は予測延べ台数 1,260 台に対して 1,693

台（約 134％）、稼動時間は予測延べ時間 10,080 時間に対して 10,114 時間（約 100％）

であり、延べ台数、延べ稼動時間とも予測数量を上回った。準備工事には地中障害撤

去工事を含むが、当初の計画では確認できなかった杭や石垣等の障害物の撤去が必要

になったため、工事量が増加したためである。 

山留工事全体の実績は、建設機械稼動台数は予測延べ台数 4,820 台に対して 4,734

台（約 98％）、稼動時間は予測延べ時間 38,560 時間に対して 25,621 時間（約 66％）

であり、延べ台数、延べ稼動時間とも予測数量を下回った。 

杭工事全体の実績は、建設機械稼動台数は予測延べ台数 21,440 台に対して 21,247

台（約 99％）、稼動時間は予測延べ時間 89,393 時間に対して 53,583 時間（約 60％）

であり、延べ台数、延べ稼動時間とも予測数量を下回った。 

 

その他の工事について、本調査対象期間（令和５年 10 月～令和６年９月）の工事の

実施状況を予測と比較した結果は次のとおりである。 

地下躯体工事については、建設機械稼動台数は予測延べ台数 2,530 台に対して 1,372

台（約 54％）、稼動時間は予測延べ時間 4,163 時間に対して 2,818 時間（約 68％）で

あり、延べ台数、延べ稼動時間とも予測数量を下回った。 

地上躯体工事については、建設機械稼動台数は予測延べ台数 1,200 台に対して 3,887

台（約 324％）、稼動時間は予測延べ時間 3,154 時間に対して 4,710 時間（約 149％）

であり、延べ台数、延べ稼動時間とも予測数量を上回った。稼働台数が予測数量を上

回った要因は、生コン車が予測数量を上回ったことによる。その原因としては、工事

施工計画の具体化にあたり、躯体工事のコンクリート打設工事の一部が小分け工事と

なり、その対応として生コン車１台当たりの積載量が減少したためである。また、施

設開業に向けて、入居テナントに係る工事も並行して実施された。入居テナントに係

る工事は事業者が実施するものではなく、評価書での工事量想定には含まれていない

が、実績としては区分ができず、計上されているため、稼働時間も上回ったものと考

えられる。 

外構工事については、建設機械稼動台数は予測延べ台数 1,230 台に対して 227 台（約

18％）、稼動時間は予測延べ時間 9,840 時間に対して 1,717 時間（約 17％）であり、

延べ台数、延べ稼動時間とも予測数量を大きく下回った。周辺環境への配慮等により

総合工程計画を見直し、前回報告書の調査対象期間に前倒しで一部施工したことが要

因である。なお、前回報告書の調査対象期間と本調査対象期間の合計では、建設機械

稼動台数は予測延べ台数 1,230 台に対して 1,184 台（約 96％）、稼動時間は予測延べ

時間 9,840 時間に対して 9,005 時間（約 92％）となっている。 
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南街区工事全体としては、本調査対象期間（令和５年 10 月～令和６年９月）の工事

の実施状況を予測と比較した結果は、建設機械稼動台数は予測延べ台数 9,040 台に対

して 9,216 台（約 102％）、稼動時間は予測延べ時間 40,470 時間に対して 20,409 時

間（約 50％）であり、延べ台数は予測数量を上回ったが、延べ稼動時間は予測数量を

下回った。 

 

 ＜北街区工事・南街区工事合計＞ 

北街区工事と南街区工事を合計した工事全体としては、本調査対象期間（令和５年

10 月～令和６年９月）の工事の実施状況を予測と比較した結果は、建設機械稼動台数

は予測延べ台数 12,800 台に対して 13,588 台（約 106％）、稼動時間は予測延べ時間

53,260 時間に対して 31,127 時間（約 58％）であり、延べ台数は予測数量を上回った

が、延べ稼動時間は予測数量を下回った。 

また、令和２年９月～令和６年９月の大気汚染物質排出量について、建設機械の稼

動状況実績に基づき算定した結果は表 5.1-3 のとおりである。12 か月（１年間）の排

出量合計の最大値は、本調査対象期間では窒素酸化物（NOx）で 6,289 m3N、浮遊粒子

状物質（SPM）で 421 kg、工事期間全体では窒素酸化物（NOx）で 14,509 m3N、浮遊粒

子状物質（SPM）で 951 kg となっており、いずれも、評価書に記載した工事期間中の

連続する 12 か月（１年間）の合計排出量の最大値（窒素酸化物（NOx）：25,319 m3
N/

年、浮遊粒子状物質（SPM）：1,564 kg/年）を下回っている。 

以上のことから、建設機械の稼働状況については、特に問題ないと考える。なお、

今後の工事においても、工事の合理化や平準化を図るとともに、作業の効率化を図り、

周辺地域への影響の低減に配慮する。 

 

 ② 工事関連車両 

 ＜北街区工事＞ 

北街区工事については、本調査対象期間中において南高層棟（賃貸棟）の地上躯体

工事及び外構工事工事が完了したが、引き続き北高層棟（住宅棟）の地上躯体工事を

実施中である。 

本調査対象期間（令和５年 10 月～令和６年９月）の工事の実施状況を予測と比較し

た結果は次のとおりである。 

地上躯体工事については、予測延べ台数 5,520 台に対して 8,599 台（約 156％）、

であり、予測数量を上回っている。予測数量を上回った要因は、生コン車が予測数量

を上回ったことによる。その原因としては、工事施工計画の具体化にあたり、躯体工

事のコンクリート打設工事の一部が小分け工事となり、その対応として生コン車１台

当たりの積載量が減少したためである。また、施設開業に向けて、入居テナントに係

る工事も並行して実施された。入居テナントに係る工事は事業者が実施するものでは

なく、評価書での工事量想定には含まれていないが、実績としては区分ができず、計

上されていることにより、トラック等の台数も増加している。 

仕上げ工事については、予測延べ台数 7,560 台に対して 3,758 台（約 50％）であり、

予測数量を下回った。 

外構工事については、予測延べ台数 800 台に対して 168 台（約 21％）であり、予測

数量を下回った。 
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通勤車両台数については、予測延べ台数 8,400 台に対して 0 台である。車両による

通勤は原則として禁止している。 

北街区工事全体としては、本調査対象期間（令和５年 10 月～令和６年９月）の工事

の実施状況を予測と比較した結果は、予測延べ台数 22,280 台に対して 12,525 台（約

56％）であり、予測数量を下回った。 

 

 ＜南街区工事＞ 

南街区工事については、本調査対象期間中において南高層棟（住宅棟）の準備工事、

山留工事及び杭工事が完了し、南街区全体としてこれらの工事が完了した。 

準備工事全体の実績は、予測延べ台数 1,770 台に対して 3,029 台（約 171％）であ

り、予測数量を上回った。準備工事には地中障害撤去工事を含むが、当初の計画では

確認できなかった杭や石垣等の障害物の撤去が必要になったため、工事量が増加した

ためである。 

山留工事全体の実績は、予測延べ台数 11,800 台に対して 8,571 台（約 73％）であ

り、予測数量を下回った。 

杭工事全体の実績は、予測延べ台数 44,540 台に対して 38,146 台（約 86％）であり、

予測数量を下回った。 

その他の工事について、本調査対象期間（令和５年 10 月～令和６年９月）の工事の

実施状況を予測と比較した結果は次のとおりである。 

地下躯体工事については、予測延べ台数 3,320 台に対して 1,533 台（約 46％）であ

り、予測数量を下回った。 

地上躯体工事については、予測延べ台数 1,780 台に対して 4,983 台（約 280％）で

あり、予測数量を上回った。予測数量を上回った要因は、生コン車及びトラックなど

が予測数量を上回ったことによる。その原因としては、工事施工計画の具体化にあた

り、躯体工事のコンクリート打設工事の一部が小分け工事となり、その対応として１

台当たりの積載量が減少したためと、並行して実施された入居テナントに係る工事の

車両が区分できず、計上されているためである。 

仕上げ工事については、予測延べ台数 20,600 台に対して 30,385 台（約 148％）で

あり、予測数量を上回った。予測数量を上回った要因は、トラックが予測数量を上回

ったことによる。その原因としては、並行して実施された入居テナントに係る工事の

車両が区分できず、計上されているためである。 

外構工事については、予測延べ台数 1,700 台に対して 4,072 台（約 240％）であり、

予測数量を上回っている。予測数量を上回った要因は、躯体工事や土地区画整理事業

等の他工事との調整等により、工事を小分けにし、仮設養生等が必要となったためで

ある。 

通勤車両台数については、予測延べ台数 21,420 台に対して 0 台である。車両による

通勤は原則として禁止している。 

南街区工事全体としては、本調査対象期間（令和５年 10 月～令和６年９月）の工事

の実施状況を予測と比較した結果は、予測延べ台数 58,040 台に対して 46,757 台（約

81％）であり、予測数量を下回った。 

 

 ＜北街区工事・南街区工事合計＞ 
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北街区工事と南街区工事を合計した工事全体としては、本調査対象期間（令和５年

10 月～令和６年９月）の工事の実施状況を予測と比較した結果は、予測延べ台数

80,320 台に対して 59,282 台（約 74％）であり、予測数量を下回った。 

以上のことから、工事関連車両の稼働状況については、特に問題ないと考える。な

お、今後の工事においても、工事の合理化や平準化を図るとともに、作業の効率化を

図り、周辺地域への影響の低減に配慮する。 



 16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（空白） 

 

 



 17～18 

表 5.1-1(1) 建設機械の稼動の状況（北街区 その１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国交省指定対策型の表記 

 低騒音の欄 超：超低騒音型 ○：低騒音型 無印：指定なし 

 排ガスの欄 オフ：オフロード法基準対応型 ４次：４次規制対応型 ３次：３次規制対応型 ２次：２次規制対応型 無印：指定なし 

2023年 2024年

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

実績 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 実績 予測 実績 予測 予測

低騒音 排ガス 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間

バックホウ 0.45ｍ
3 超 ３次 93 526 93 526 40 320 40 320

0.25ｍ
3 超 オフ 32 204 32 204

0.2ｍ
3 超 オフ 9 62 9 62

コンバインドローラー 超 オフ 30 154 30 154

ラフタークレーン 25ｔ 30 240 30 240

発電機 610kVA 40 320 40 320

小　計 164 946 164 946 110 880 110 880

TRDベースマシーン 180 1440 180 1440

TRDパワーユニット 180 1440 180 1440

空気圧縮機 11ｍ
3 260 2080 260 2080

三軸杭打機 ○ 284 1920 284 1920 160 1280 160 1280

掘削機　SMW 電動機 140 1120 140 1120

掘削機 170kW ○ 13 91 13 91

発電機 610kVA ○ 159 1035 159 1035 300 2400 300 2400

550kVA ○ 82 577 82 577

500kVA ○ ２次 25 175 25 175

200kVA 超 ２次 82 574 82 574 220 1760 220 1760

150kVA 超 ２次 105 735 105 735

125kVA 超 ２次 232 1624 232 1624 100 800 100 800

10kVA 超 ３次 13 91 13 91

エンジンウェルダー 超 ３次 152 1064 152 1064 230 1840 230 1840

クローラークレーン 120ｔ ○ オフ 116 788 116 788

90ｔ 115 800 115 800

70ｔ ○ ３次 91 624 91 624

55ｔ 320 2560 320 2560

ラフタークレーン 65ｔ ○ ２次 33 200 33 200

50ｔ ○ オフ 16 112 16 112

25ｔ ○ ２次 38 267 38 267 125 1000 125 1000

20ｔ ○ ４次 1 7 1 7

13ｔ ○ オフ 2 14 2 14

バックホウ 0.8ｍ
3 60 480 60 480

0.7ｍ
3 超 オフ 174 1219 174 1219

0.45ｍ
3 超 オフ 398 2658 398 2658 420 3360 420 3360

0.25ｍ
3 超 オフ 3 21 3 21

0.2ｍ
3 超 オフ 11 77 11 77

0.1ｍ
3 超 ３次 12 84 12 84

ハイドガイドローラー ○ 3 21 3 21

フォークリフト 2ｔ オフ 29 194 29 194

高所作業車 13ｍ ４次 127 890 127 890

小　計 2316 15862 2316 15862 2695 21560 2695 21560

アースドリル機 ○ オフ 206 1370 206 1370 280 2240 280 2240

杭打機 ○ 14 84 14 84

発電機 610kVA ○ 72 432 72 432

500kVA ○ 28 168 28 168 25 200 25 200

200kVA 超 ２次 36 216 36 216 595 4760 595 4760

150kVA 超 ２次 206 1442 206 1442

125kVA 超 ２次 265 1855 265 1855

エンジンウェルダー 超 ３次 128 896 128 896 300 2400 300 2400

空気圧縮機 11ｍ
3 40 320 40 320

クローラークレーン 150ｔ ○ オフ 143 1001 143 1001

100ｔ ○ オフ 77 539 77 539 490 3920 490 3920

90ｔ 88 528 88 528

70ｔ ○ ３次 14 84 14 84

65ｔ ○ ３次 4 24 4 24

ラフタークレーン 65ｔ ○ ２次 1 7 1 7

25ｔ 36 216 36 216 330 2640 330 2640

バックホウ 0.8ｍ
3 60 480 60 480

0.7ｍ
3 超 オフ 171 1100 171 1100

0.45ｍ
3 超 オフ 115 805 115 805 410 3280 410 3280

高所作業車 13ｍ ４次 70 490 70 490 50 400 50 400

生コン車 10ｔ 2651 1105 2651 1105 3030 1263 3030 1263

バキューム車 10ｔ 40 320 40 320

小　計 4325 12362 4325 12362 5650 22223 5650 22223

基
礎
工
事

国交省指定
対策型　　　　　　　　 着工後月数

建設機械

準備
工事

山
留
工
事

工事名

工事全体合計
2020/9～

2023/9合計

杭
工
事

2023/10～2024/9合計 2020/9～2024/9合計
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表 5.1-1(2) 建設機械の稼動の状況（北街区 その２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国交省指定対策型の表記 

 低騒音の欄 超：超低騒音型 ○：低騒音型 無印：指定なし 

 排ガスの欄 オフ：オフロード法基準対応型 ４次：４次規制対応型 ３次：３次規制対応型 ２次：２次規制対応型 無印：指定なし 

 

2023年 2024年

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

実績 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 実績 予測 実績 予測 予測

低騒音 排ガス 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間

クローラークレーン 70ｔ ○ ３次 15 105 15 105

ラフタークレーン 65ｔ ○ ２次 18 108 18 108

25ｔ 120 960 120 960

バックホウ 1.2ｍ
3 160 1280 160 1280

0.8ｍ
3 660 5280 660 5280

0.7ｍ
3 超 オフ 316 2142 316 2142

0.45ｍ
3 超 ３次 166 1089 166 1089 500 4000 500 4000

0.25ｍ
3 超 オフ 504 3522 504 3522 1190 9520 1190 9520

0.15ｍ
3 超 オフ 12 84 12 84

0.1ｍ
3 超 オフ 381 2664 381 2664 700 5600 700 5600

ショベルドーザ 162 1131 162 1131 250 2000 250 2000

空気圧縮機 11ｍ
3 50 400 50 400

生コン車 10ｔ 20 8 20 8

小　計 1594 10853 1594 10853 3630 29040 3630 29040

クローラクレーン 150ｔ 101 707 101 707 250 2000 250 2000

70ｔ ○ ３次 77 539 77 539

ミニクローラークレーン 4.9ｔ ○ ３次 101 707 101 707

ラフタークレーン 130ｔ ○ 7 49 7 49

70ｔ ○ ３次 155 1085 155 1085

65ｔ ○ ２次 6 42 6 42

50ｔ ○ オフ 25 175 25 175

25ｔ ○ ２次 117 819 117 819 1070 8560 1070 8560

20ｔ ○ オフ 56 392 56 392

13ｔ ○ ２次 238 1666 238 1666

発電機 150kVA 超 ２次 602 4214 602 4214

高所作業車 7.7ｍ 124 868 124 868

ポンプ車 10t 291 2021 291 2021 320 2560 320 2560

生コン車 10t 4706 1961 4706 1961 8560 3567 8560 3567

小　計 6606 15245 6606 15245 10200 16687 10200 16687

クローラクレーン 150ｔ 4 28 4 28 120 960 4 28 440 3520 570 4560

ミニクローラークレーン 4.9ｔ 28 196 26 182 25 175 23 161 25 175 99 693 127 889

ラフタークレーン 70ｔ ○ ３次 109 763 9 63 10 70 7 49 4 28 9 63 39 273 148 1036

50ｔ 14 98 1 7 1 7 15 105

35ｔ 11 77 3 21 1 7 4 28 15 105

25ｔ ○ ２次 41 287 16 112 5 32 12 84 1 7 2 14 36 249 600 4800 77 536 1450 11600 2100 16800

20ｔ 6 42 3 21 1 7 4 28 10 70

13ｔ ○ ２次 59 413 6 42 2 14 2 14 2 14 12 84 71 497

発電機 150kVA 超 ２次 725 5075 725 5075

高所作業車 9ｍ 32 224 25 175 5 35 30 210 62 434

7.7ｍ 283 1981 75 525 78 546 75 525 69 483 75 525 372 2604 655 4585

4.8ｍ 144 1008 144 1008 144 1008

3.8ｍ 48 336 48 336 48 336

ポンプ車 10t 129 903 10 70 9 63 17 70 6 42 3 21 10 47 55 313 120 960 184 1216 290 2320 420 3360

生コン車 10t 3399 1416 251 63 187 47 68 17 226 57 313 78 278 70 251 63 177 44 364 91 359 90 245 61 216 54 2935 734 2280 950 6334 2150 5050 2104 7520 3133

小　計 4836 11475 3783 6595 3120 7670 8619 18070 7230 19544 10610 27853

バックホウ 0.7ｍ
3 20 140 50 350 52 364 50 350 46 322 50 350 14 98 262 1834 282 1974

0.45ｍ
3 160 1280 200 1600 360 2880

0.25ｍ
3 480 3840 600 4800 1120 8960

0.2ｍ
3 15 105 25 175 26 182 25 175 23 161 25 175 26 182 9 63 159 1113 174 1218

0.1ｍ
3 15 105 25 175 26 182 25 175 23 161 25 175 26 182 18 126 168 1176 183 1281

小　計 50 350 589 4123 640 5120 639 4473 800 6400 1480 11840

合　計 19891 67093 493 1757 433 1766 310 1662 423 1436 528 1583 344 532 278 252 177 44 364 91 359 90 245 61 418 1445 4372 10718 3760 12790 24263 77811 30315 116333 34375 130083

基
礎
工
事

躯
体
工
事
等

地
下
躯
体
工
事

地
上
躯
体
工
事

国交省指定
対策型　　　　　　　　 着工後月数

建設機械
工事名

工事全体合計
2020/9～

2023/9合計

外
構
工
事

掘
削
工
事

2023/10～2024/9合計 2020/9～2024/9合計
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表 5.1-1(3) 建設機械の稼動の状況（南街区 その１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国交省指定対策型の表記 

 低騒音の欄 超：超低騒音型 ○：低騒音型 無印：指定なし 

 排ガスの欄 オフ：オフロード法基準対応型 ４次：４次規制対応型 ３次：３次規制対応型 ２次：２次規制対応型 無印：指定なし 

2023年 2024年

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

実績 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 19 実績 予測 実績 予測 予測

低騒音 排ガス 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間

バックホウ 1.4ｍ3 ○ オフ 83 581 83 581

0.8ｍ3 ○ オフ 376 2347 12 84 12 84 388 2431

0.7ｍ3 ○ オフ 12 84 9 63 9 63 21 147

0.45ｍ3 ○ オフ 170 857 6 42 6 42 20 160 176 899 480 3840 480 3840

0.25ｍ3 ○ ３次 40 211 40 211

0.2ｍ3 超 オフ 63 225 10 70 11 70 3 21 7 49 31 210 94 435

0.1ｍ3 超 ３次 65 455 6 42 6 42 71 497

コンバインドローラー ○ ３次 25 92 6 42 6 42 31 134

タイヤローラー 10ｔ ○ オフ 32 133 32 133

フィニッシャー 4.2ｔ ○ オフ 6 30 6 30

モーターグレーダー 3.1ｍ
3 4 22 4 22

スタビライザー 21 84 21 84

ブルドーザー 8ｔ ３次 10 40 10 40

クローラークレーン 90ｔ ○ ３次 30 108 30 108

75ｔ ○ オフ 36 92 36 92

4.9ｔ ○ ２次 40 65 40 65

ラフタークレーン 70ｔ ○ オフ 1 7 1 7

65ｔ ○ オフ 6 42 6 42

50ｔ ○ オフ 7 49 7 49

25ｔ ○ ２次 54 364 20 160 54 364 480 3840 480 3840

16ｔ ○ ３次 2 14 2 14

三軸杭打機 超 ４次 102 693 102 693

発電機 610kVA 超 ３次 102 714 20 160 102 714 300 2400 300 2400

150kVA 超 ３次 78 546 78 546

45kVA 超 ３次 57 399 57 399

25kVA 超 ３次 57 399 57 399

エンジンウェルダー 超 ２次 72 474 72 474

建柱車 ○ 72 504 72 504

小　計 1623 9631 70 483 60 480 1693 10114 1260 10080 1260 10080

TRDベースマシーン オフ 260 1820 260 1820 360 2880 360 2880

TRDパワーユニット オフ 260 1820 260 1820 360 2880 360 2880

空気圧縮機 11ｍ
3 60 480 540 4320 540 4320

三軸杭打機 超 ４次 334 2311 32 224 25 171 57 395 120 960 391 2706 320 2560 320 2560

掘削機　SMW 電動機 120 960 220 1760 220 1760

掘削機 170kW ○ オフ 13 91 13 91

発電機 610kVA ○ 162 1134 15 105 9 63 24 168 120 960 186 1302 440 3520 440 3520

400kVA ○ 170 1190 170 1190

250kVA 超 ３次 15 105 9 63 24 168 24 168

150kVA 超 ２次 592 4144 18 126 16 112 34 238 626 4382

60kVA 超 ２次 18 126 16 112 34 238 34 238

25kVA 超 ３次 17 119 17 119

エンジンウェルダー 超 ３次 372 744 33 231 25 171 58 402 120 960 430 1146 360 2880 360 2880

エンジンコンプレッサー 超 ３次 364 2548 364 2548

クローラークレーン 200ｔ ○ オフ 219 470 219 470

120ｔ 18 126 18 126 36 252 36 252

90ｔ ○ オフ 295 766 295 766

55ｔ 120 960 680 5440 680 5440

4.9ｔ ○ ２次 105 420 105 420

ラフタークレーン 70ｔ ○ オフ 14 68 16 112 13 91 29 203 43 271

65ｔ ○ オフ 5 35 5 35

60ｔ ○ オフ 15 105 15 105

50ｔ ○ ２次 28 151 28 151

25ｔ ○ ３次 25 155 60 480 25 155 300 2400 300 2400

16ｔ ○ オフ 4 8 4 8

13ｔ

バックホウ 0.8ｍ
3 超 オフ 245 1014 17 119 17 119 34 238 279 1252 260 2080 260 2080

0.45ｍ
3 ○ ４次 742 3169 32 224 30 202 62 426 220 1760 804 3595 780 6240 780 6240

0.25ｍ3 ○ ４次 97 583 97 583

0.1ｍ3 100 800 100 800

建柱車 ○ 4 28 4 28

ブルドーザー 30ｔ 100 800 100 800

小　計 4342 22893 392 2728 940 7520 4734 25621 4820 38560 4820 38560

2020/9～
2023/9合計

工事全体合計国交省指定
対策型

準備
工事

山
留
工
事

工事名
　　　　　　　　　 着工後月数
建設機械

基
礎
工
事

2023/10～2024/9合計 2020/9～2024/9合計
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表 5.1-1(4) 建設機械の稼動の状況（南街区 その２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国交省指定対策型の表記 

 低騒音の欄 超：超低騒音型 ○：低騒音型 無印：指定なし 

 排ガスの欄 オフ：オフロード法基準対応型 ４次：４次規制対応型 ３次：３次規制対応型 ２次：２次規制対応型 無印：指定なし 

 

2023年 2024年

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

実績 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 19 実績 予測 実績 予測 予測

低騒音 排ガス 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間

アースドリル機 ○ オフ 718 5606 39 273 42 294 29 203 110 770 120 960 828 6376 980 7840 980 7840

掘削機 170kW ○ 23 161 23 161

鋼管回転圧入機 ○ オフ 13 91 13 91

発電機 200kVA 超 ３次 272 2124 330 2640 272 2124 2570 20560 2570 20560

150kVA 超 ３次 332 2391 44 308 42 294 39 273 125 875 457 3266

125kVA 超 ３次 1061 5256 88 616 84 588 57 399 229 1603 1290 6859

100kVA 超 ３次 629 3225 629 3225

60kVA 超 ３次 22 154 21 147 12 84 55 385 55 385

45kVA 超 ３次 516 1215 516 1215

25kVA 超 ３次 504 3032 504 3032

エンジンウェルダー ○ ３次 23 66 44 308 42 294 27 189 113 791 140 1120 136 857 1060 8480 1060 8480

空気圧縮機 11ｍ
3 40 320 280 2240 280 2240

クローラークレーン 200ｔ ○ オフ 243 1655 243 1655

150ｔ ○ オフ 432 2876 432 2876

120ｔ ○ オフ 302 2004 302 2004

100ｔ ○ オフ 797 5307 51 357 42 294 41 287 134 938 330 2640 931 6245 2570 20560 2570 20560

80ｔ ○ オフ 119 825 119 825

70ｔ ○ オフ 187 1210 26 182 21 147 21 147 68 476 255 1686

ラフタークレーン 70ｔ ○ オフ 3 6 1 7 1 7 4 13

65ｔ ○ オフ 5 12 5 12

60ｔ ○ オフ 9 34 9 34

50ｔ ○ ２次 24 64 24 64

25ｔ ○ ３次 27 74 1 7 1 7 160 1280 28 81 1020 8160 1020 8160

16ｔ ○ オフ 3 6 3 6

13ｔ ○ オフ 12 29 12 29

バックホウ 0.8ｍ
3 超 オフ 418 2136 47 329 42 294 40 280 129 903 60 480 547 3039 300 2400 300 2400

0.45ｍ3 超 ４次 812 4126 250 2000 812 4126 1410 11280 1410 11280

0.1ｍ3 超 ３次 15 60 15 60

コンバインドローラー 超 ２次 14 56 14 56

タイヤローラー 超 オフ 10 40 10 40

モーターグレーダー ２次 11 44 11 44

ブルドーザー 3ｔ ○ ２次 15 60 15 60

高所作業車 13ｍ ○ ２次 118 118 50 400 118 118 250 2000 250 2000

生コン車 10ｔ 10312 1720 515 86 938 156 746 124 2199 367 1230 513 12511 2087 10830 4513 10830 4513

バキューム車 10ｔ 13 104 91 728 104 832 30 240 104 832 170 1360 170 1360

小　計 17979 45629 3268 7954 2740 12593 21247 53583 21440 89393 21440 89393

ラフタークレーン 25ｔ 10 80 310 2480 350 2800

バックホウ 1.2ｍ
3 20 160 320 2560 400 3200

0.8ｍ3 ○ オフ 174 1137 60 480 174 1137 1060 8480 1300 10400

0.7ｍ3 ○ ２次 1090 8728 1090 8728

0.55ｍ3 ○ ２次 48 384 48 384

0.5ｍ3 ○ 108 864 108 864

0.45ｍ3 超 ３次 236 2150 40 320 236 2150 740 5920 900 7200

0.28ｍ3 ○ ３次 2161 16814 2161 16814

0.25ｍ3 ○ オフ 9 45 70 560 9 45 1270 10160 1550 12400

0.12ｍ
3 ○ 165 1320 165 1320

0.1ｍ
3 ○ ３次 789 5957 80 640 789 5957 1280 10240 1600 12800

ブルドーザー 1.0ｍ3 ○ ２次 443 3542 443 3542

0.8ｍ3 56 336 56 336

キャリー 8ｔ オフ 93 744 93 744

ショベルドーザ 50 400 1050 8400 1250 10000

空気圧縮機 11ｍ3 10 80 310 2480 350 2800

小　計 5372 42020 340 2720 5372 42020 6340 50720 7700 61600

2020/9～
2023/9合計

工事全体合計国交省指定
対策型

杭
工
事

掘
削
工
事

工事名
　　　　　　　　　 着工後月数
建設機械

基
礎
工
事

2023/10～2024/9合計 2020/9～2024/9合計



 25～26 

表 5.1-1(5) 建設機械の稼動の状況（南街区 その３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国交省指定対策型の表記 

 低騒音の欄 超：超低騒音型 ○：低騒音型 無印：指定なし 

 排ガスの欄 オフ：オフロード法基準対応型 ４次：４次規制対応型 ３次：３次規制対応型 ２次：２次規制対応型 無印：指定なし 

 

 

2023年 2024年

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

実績 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 19 実績 予測 実績 予測 予測

低騒音 排ガス 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間 台数 稼働時間

発電機 150kVA 超 ３次 748 5696 22 154 22 154 22 154 20 140 22 154 25 175 25 175 22 154 22 154 20 140 222 1554 970 7250

クローラクレーン 150ｔ 80 640 560 4480 640 5120

120ｔ ○ オフ 39 312 39 312

90ｔ ○ オフ 66 528 66 528

ラフタークレーン 60ｔ ○ オフ 22 122 22 122

50ｔ ○ オフ 279 2064 2 16 2 16 281 2080

25t ○ ２次 536 4145 3 24 2 16 1 8 6 48 230 1840 542 4193 1870 14960 2260 18080

16ｔ 997 7917 9 72 3 24 12 96 1009 8013

13ｔ 324 2592 21 168 2 16 3 24 26 208 350 2800

バックホウ 0.1ｍ
3 超 ３次 3 16 3 16

コンバインドローラー 4ｔ 超 ２次 1 4 1 4

ポンプ車 10t 631 3786 27 162 9 54 10 60 9 54 3 18 5 30 11 66 18 108 11 66 9 54 8 48 2 12 122 732 100 800 753 4518 810 6480 960 7680

生コン車 10t 21152 3528 519 87 97 16 43 7 42 7 34 6 36 6 68 11 54 9 49 8 15 3 22 4 3 1 982 164 2120 883 22134 3691 23100 9625 26490 11038

小　計 24798 30710 1372 2818 2530 4163 26170 33527 26340 35545 30350 41918

クローラクレーン 150ｔ 110 880 1060 8480 1330 10640

120ｔ ○ オフ 70 560 70 560

ラフタークレーン 100ｔ 18 96 2 16 2 16 4 32 22 128

70ｔ 70 527 5 40 1 8 2 16 1 8 1 8 2 16 6 48 1 8 19 152 89 679

60ｔ 148 1184 3 24 13 104 16 128 164 1312

50ｔ ○ オフ 267 1930 5 40 5 40 7 56 7 56 1 8 5 40 9 72 5 40 1 8 45 360 312 2290

25ｔ ○ ２次 364 2779 17 136 12 96 15 120 8 64 14 112 14 112 13 104 6 48 5 40 1 8 105 840 180 1440 469 3619 2270 18160 3620 28960

16ｔ 94 752 10 80 8 64 12 96 4 32 4 32 3 24 1 8 42 336 136 1088

13ｔ 21 168 5 40 9 72 3 24 1 8 18 144 39 312

ポンプ車 10ｔ 493 2958 52 312 59 354 40 240 44 264 28 168 33 198 39 234 30 180 13 78 18 108 6 36 362 2172 60 480 855 5130 790 6320 1060 8480

生コン車 10ｔ 10956 1833 988 165 651 109 317 53 241 40 266 44 183 31 205 34 160 27 98 16 101 17 50 8 16 3 3276 546 850 354 14232 2379 12800 5333 17930 7471

小　計 12501 12787 3887 4710 1200 3154 16388 17497 16920 38293 23940 55551

発電機 125kVA 超 ３次 14 108 14 108

60kVA 超 ３次 30 222 30 222

掘削機 超 ３次 26 166 26 166

バイブロ 2 2 2 2

コンプレッサー 80kW 19 76 19 76

17kW 超 ３次 2 8 2 8

クローラークレーン 20ｔ ○ ２次 4 28 4 28

ラフタークレーン 60ｔ 2 16 2 16

50ｔ 2 16 2 16

25ｔ ○ ２次 35 278 6 48 10 80 1 8 2 16 19 152 54 430

16ｔ 62 496 15 120 6 48 1 8 1 8 2 16 25 200 87 696

13ｔ 1 8 1 8

バックホウ 0.7ｍ
3 ○ ３次 8 64 8 64

0.45ｍ3 超 ２次 179 1432 14 108 10 80 24 188 300 2400 203 1620 300 2400 540 4320

0.28ｍ3 ○ ３次 175 1400 11 81 20 160 8 64 7 56 18 108 15 93 79 562 254 1962

0.25ｍ3 35 154 930 7440 35 154 930 7440 1690 13520

0.1ｍ3 超 ３次 257 2027 11 71 16 128 14 112 10 80 18 139 4 32 73 562 330 2589

コンバインドローラー 4ｔ 超 ２次 104 787 2 13 3 24 1 8 1 8 7 53 111 840

小　計 957 7288 227 1717 1230 9840 1184 9005 1230 9840 2230 17840

合　計 67572 170959 1724 1776 890 1103 473 842 400 857 438 1070 302 600 366 665 557 2429 417 1903 1106 3425 1388 2794 1155 2947 9216 20409 9040 40470 76788 191368 78350 272431 91740 314941

2020/9～
2023/9合計

工事全体合計

躯
体
工
事
等

地
下
躯
体
工
事

地
上
躯
体
工
事

国交省指定
対策型工事名

　　　　　　　　　 着工後月数
建設機械

外
構
工
事

2023/10～2024/9合計 2020/9～2024/9合計
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表 5.1-2(1) 工事関連車両の稼動の状況（北街区） 

 

 

20/9～ 2023 2024 2023/10～2024/9 2020/9～2024/9 工事全体

23/9合計 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計 合計 合計

実績 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 実績 予測 実績 予測 予測

台数 台数 台数 台数 台数 台数 台数 台数 台数 台数 台数 台数 台数 台数 台数 台数 台数 台数

ダンプ 10ｔ 6 6 70 70

3ｔ 9 9

トラック 10ｔ 5 5 20 20

8ｔ 2 2

4ｔ 57 57 50 50

3ｔ 1 1

1ｔ 67 67

ラフタークレーン 25ｔ 30 30

小　計 147 147 170 170

ダンプ 10ｔ 3772 3772 3480 3480

4ｔ 11 11

3ｔ 2 2

トレーラー 25ｔ 18 18 290 290

16ｔ 267 267

トラック 10ｔ 1656 1656 170 170

8ｔ 17 17

4ｔ 114 114 500 500

3ｔ 2 2

2ｔ 9 9

1ｔ 26 26

ラフタークレーン 65ｔ 31 31

25ｔ 125 125

小　計 5925 5925 4565 4565

ダンプ 10ｔ 3822 3822 4200 4200

トレーラー 25ｔ 360 360

16ｔ 119 119

トラック 15ｔ 216 216

10ｔ 298 298 850 850

8ｔ 5 5

4ｔ 29 29 2300 2300

2ｔ 3 3

ラフタークレーン 25ｔ 36 36 330 330

生コン車 10ｔ 2651 2651 3030 3030

バキューム車 10ｔ 40 40

小　計 7179 7179 11110 11110

ダンプ 10ｔ 14022 14022 22510 22510

4ｔ 1542 1542

3ｔ 3 3

トレーラー 25ｔ 29 29 120 120

16ｔ 56 56

トラック 10ｔ 48 48 240 240

8ｔ 6 6

6ｔ 1 1

4ｔ 20 20 600 600

2ｔ 13 13

1ｔ 1 1

ラフタークレーン 65ｔ 18 18

25ｔ 120 120

生コン車 10ｔ 20 20

小　計 15779 15779 23590 23590

ダンプ 10ｔ 44 44

4ｔ 8 8

3ｔ 14 14

トレーラー 25ｔ 237 237 250 250

16ｔ 208 208

トラック 15ｔ 211 211

10ｔ 824 824 1140 1140

8ｔ 250 250

6ｔ 16 16

4ｔ 742 742 3080 3080

3ｔ 14 14

2ｔ 336 336

1ｔ 2 2

ラフタークレーン 130ｔ 7 7

70ｔ 155 155

65ｔ 6 6

50ｔ 25 25

25ｔ 117 117 1070 1070

20ｔ 40 40

13ｔ 238 238

ポンプ車 10ｔ 291 291 320 320

生コン車 10ｔ 4706 4706 8560 8560

小　計 8491 8491 14420 14420

ダンプ 10ｔ 4 64 32 6 102 106

3ｔ 14 1 2 3 4 3 4 6 7 5 3 1 6 45 59

トレーラー 25ｔ 431 109 68 129 95 94 155 140 148 180 214 149 179 1660 600 2091 1600 2250

16ｔ 26 3 3 29

10ｔ 1 1 2

トラック 15ｔ 82 32 33 23 87 68 13 9 3 6 2 2 278 360

10ｔ 778 49 32 405 100 42 40 38 38 36 47 37 39 903 1320 1681 2580 4010

8ｔ 172 22 30 25 24 23 14 28 48 18 31 26 36 325 497

6ｔ 1 1 1 2

4ｔ 471 59 50 78 164 124 153 138 175 172 219 164 232 1728 600 2199 1590 2240

3ｔ 3 4 9 2 1 1 3 20 23

2ｔ 193 22 37 44 100 87 42 47 48 21 24 25 36 533 726

1ｔ 2 2 1 5 5

ラフタークレーン 70ｔ 109 2 2 111

50ｔ 14 6 2 1 9 23

35ｔ 11 11

25ｔ 41 600 41 1450 2100

20ｔ 6 6

13ｔ 59 59

ポンプ車 10ｔ 129 10 9 17 6 3 45 120 174 290 420

生コン車 10ｔ 3399 251 187 68 226 313 278 251 177 364 359 245 216 2935 2280 6334 5050 7520

バキューム車 10ｔ 3 3 3

小　計 5943 8599 5520 14540 12560 18540

トレーラー 25ｔ 118 3 3 260 121 620 1160

トラック 15ｔ 13 13 13

10ｔ 233 20 25 6 2 2 55 760 288 2020 3460

8ｔ 112 14 15 19 4 8 60 172

4ｔ 2758 456 387 323 350 403 138 9 2066 6540 4824 17340 29760

3ｔ 39 4 2 2 1 9 48

2ｔ 1413 210 259 368 234 320 146 14 1551 2964

1ｔ 4 1 1 5

小　計 4677 3758 7560 8435 19980 34380

ダンプ 10ｔ 16 20 3 1 1 9 34 440 50 550 1030

4ｔ 2 2 2

3ｔ 2 11 2 8 23 23

トレーラー 25ｔ 40 50 90

トラック 15ｔ 3 17 20 20

10ｔ 1 8 3 2 11 24 120 25 150 310

8ｔ 1 1 1

4ｔ 3 1 5 43 7 59 200 59 250 450

2ｔ 2 1 2 5 5

小　計 17 168 800 185 1000 1880

159 8400 159 29400 38850

48317 1315 1145 1593 1456 1583 1002 685 645 796 905 649 751 12525 22280 60840 116795 147505

工事名
　　　　　　　 着工後月数
建設機械

準備
工事

基
礎
工
事

山
留
壁
工
事

杭
工
事

掘
削
工
事

通勤車両

総合計

躯
体
工
事
等

地
下
躯
体
工
事

地
上
躯
体
工
事

仕
上

 
工
事

外
構
工
事
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表 5.1-2(2) 工事関連車両の稼動の状況（南街区） 

 

 

20/9～ 2023年 2024年 2023/10～2024/9 2020/9～2024/9 工事全体

23/9合計 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計 合計 合計

実績 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 実績 予測 実績 予測 予測

台数 台数 台数 台数 台数 台数 台数 台数 台数 台数 台数 台数 台数 台数 台数 台数 台数 台数

ダンプ 10ｔ 2329 3 5 8 20 2337 1130 1130

4ｔ 7 7

3ｔ 4 3 3 7

トレーラー 16ｔ 70 70

トラック 10ｔ 340 1 1 10 341 220 220

8ｔ 35 35

6ｔ 4 1 1 5

4ｔ 113 1 1 1 3 20 116 170 170

3ｔ 8 1 1 9

2ｔ 85 1 1 86

1ｔ 2 2

ラフタークレーン 65ｔ 7 7

25ｔ 7 20 7 250 250

小　計 3011 18 70 3029 1770 1770

ダンプ 10ｔ 5651 116 292 408 1500 6059 8860 8860

3ｔ 3 2 5 5

トレーラー 25ｔ 556 24 29 53 80 609 680 680

16ｔ 1 1 1

トラック 15ｔ 24 28 52 52

10ｔ 1268 32 38 70 20 1338 500 500

8ｔ 1 3 4 4

4ｔ 365 6 22 28 20 393 1460 1460

3ｔ 2 2 2

2ｔ 74 2 2 76

ラフタークレーン 65ｔ 6 6

50ｔ 4 4

25ｔ 20 60 20 300 300

16ｔ 1 1

高所作業車 1 1

小　計 7946 625 1680 8571 11800 11800

ダンプ 10ｔ 20526 664 1012 826 2502 2500 23028 22040 22040

4ｔ 7 7

トレーラー 25ｔ 581 58 25 48 131 160 712 1020 1020

トラック 15ｔ 70 3 68 141 141

10ｔ 1252 24 16 10 50 400 1302 2540 2540

8ｔ 1 3 1 5 5

6ｔ 1 1 1

4ｔ 160 2 1 4 7 1100 167 6920 6920

2ｔ 84 1 1 85

ラフタークレーン 70ｔ 3 3

65ｔ 5 5

60ｔ 9 9

50ｔ 24 24

25ｔ 27 160 27 1020 1020

16ｔ 15 15

生コン車 10ｔ 10312 515 938 746 2199 1230 12511 10830 10830

バキューム車 10ｔ 13 91 104 30 104 170 170

小　計 33005 5141 5580 38146 44540 44540

ダンプ 10ｔ 69110 1800 69110 70600 77800

トレーラー 25ｔ 71 10 71 310 350

トラック 10ｔ 220 20 220 520 600

4ｔ 177 50 177 1450 1650

ラフタークレーン 25ｔ 10 310 350

小　計 69578 1890 69578 73190 80750

トレーラー 25ｔ 565 8 8 13 8 6 3 46 80 611 560 640

トラック 10ｔ 1334 24 26 14 4 1 6 3 2 2 82 230 1416 2250 2710

トラック 4ｔ 1744 48 39 38 6 11 37 16 16 22 8 4 10 255 560 1999 5760 6990

ラフタークレーン 60ｔ 22 22

50ｔ 279 279

25ｔ 536 33 5 5 1 2 46 230 582 1870 2260

16ｔ 997 997

13ｔ 324 324

ポンプ車 10ｔ 631 27 9 10 9 3 5 11 18 11 9 8 2 122 100 753 810 960

生コン車 10ｔ 21152 519 97 43 42 34 36 68 54 49 15 22 3 982 2120 22134 23100 26490

小　計 27584 1533 3320 29117 34350 40050

トレーラー 25ｔ 3353 30 13 32 75 230 3428 3130 4480

トラック 10ｔ 3686 144 73 44 29 32 25 2 349 230 4035 3340 6310

トラック 4ｔ 2287 96 110 133 86 66 43 86 27 17 9 4 9 686 230 2973 3130 4480

ラフタークレーン 100ｔ 18 18

70ｔ 70 70

60ｔ 148 148

50ｔ 267 267

25ｔ 364 45 47 36 23 20 15 14 12 15 6 1 1 235 180 599 2270 3620

16ｔ 94 94

13ｔ 21 21

ポンプ車 10ｔ 493 52 59 40 44 28 33 39 30 13 18 6 362 60 855 790 1060

生コン車 10ｔ 10956 988 651 317 241 266 183 205 160 98 101 50 16 3276 850 14232 12800 17930

小　計 21757 4983 1780 26740 25460 37880

トレーラー 25ｔ 84 44 45 31 34 13 4 2 4 2 1 180 600 264 1480 2220

トラック 10ｔ 1495 263 224 270 282 239 223 104 108 97 78 24 38 1950 1960 3445 4790 6760

トラック 4ｔ 7244 1211 1413 1690 1621 1764 2012 1877 2276 2646 2524 3033 6188 28255 18040 35499 44490 61500

小　計 8823 30385 20600 39208 50760 70480

ダンプ 10ｔ 161 125 192 166 173 216 275 247 207 264 328 295 322 2810 930 2971 930 1650

トレーラー 25ｔ 2 2 3 1 6 90 8 90 150

トラック 10ｔ 253 50 25 37 50 54 22 32 99 119 61 78 53 680 300 933 300 540

トラック 4ｔ 47 11 9 4 8 13 19 33 26 38 38 61 316 576 380 623 380 680

ラフタークレーン 60ｔ 2 2

50ｔ 2 2

25ｔ 35 35

16ｔ 62 62

13ｔ 1 1

小　計 565 4072 1700 4637 1700 3020

21420 68880 89460

172269 3718 3045 2923 2654 2760 2939 2747 3256 3814 4549 5592 8760 46757 58040 219026 312450 379750

工事名
　　　　　　　　 着工後月数
建設機械

準備
工事

基
礎
工
事

山
留
壁
工
事

杭
工
事

掘
削
工
事

総合計

躯
体
工
事
等

地
下
躯
体
工
事

地
上
躯
体
工
事

仕
上

 
工
事

外
構
工
事

通勤車両
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表 5.1-3 大気汚染物質排出量算定結果 

 

項 
目 

単 
位 

令和２年 令和３年 

評価書に

おける 

連続する

12か月の

合計排出

量の 

最大値 

９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

NOx m3
N 33 389 606 819 1,041 1,554 2,011 1,168 1,437 1,523 1,505 1,122 

SPM kg 2.6 27.3 40.5 58.0 64.9 97.5 125.9 75.8 93.9 101.5 100.7 76.0 

項 
目 

単 
位 

令和３年 令和４年 

９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

NOx m3
N 829 769 731 613 629 685 621 747 1,139 1,159 1,210 908 

SPM kg 55.6 51.5 49.5 40.2 41.9 45.4 41.6 51.3 75.7 77.5 81.6 63.7 

項 
目 

単 
位 

令和４年 令和５年 

９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

NOx m3
N 789 774 719 641 640 696 758 482 366 432 420 398 

SPM kg 56.9 54.3 49.1 43.1 44.0 47.3 51.8 31.6 21.8 26.2 25.1 23.8 

項 
目 

単 
位 

令和５年 令和６年 

９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

NOx m3
N 397 340 276 236 212 227 118 101 359 273 409 330 

SPM kg 25.5 23.0 18.8 16.4 14.7 16.7 8.0 6.3 23.1 17.5 27.7 22.7 

項 
目 

単 
位 

令和６年 令和７年 

９  

NOx m3
N 402  

SPM kg 26.9  

項 
目 

単 
位 

R２/９ 

～ 

R３/８ 

R２/10 

～ 

R３/９ 

R２/11 

～ 

R３/10 

R２/12 

～ 

R３/11 

R３/１ 

～ 

R３/12 

R３/２ 

～ 

R４/１ 

R３/３ 

～ 

R４/２ 

R３/４ 

～ 

R４/３ 

R３/５ 

～ 

R４/４ 

R３/６ 

～ 

R４/５ 

R３/７ 

～ 

R４/６ 

R３/８ 

～ 

R４/７ 

NOx m3
N 13,207 14,003 14,384 14,509 14,303 13,891 13,022 11,632 11,211 10,913 10,550 10,255 

SPM kg 865 918 942 951 933 910 858 773 749 731 707 688 

項 
目 

単 
位 

R３/９ 

～ 

R４/８ 

R３/10 

～ 

R４/９ 

R３/11 

～ 

R４/10 

R３/12 

～ 

R４/11 

R４/１ 

～ 

R４/12 

R４/２ 

～ 

R５/１ 

R４/３ 

～ 

R５/２ 

R４/４ 

～ 

R５/３ 

R４/５ 

～ 

R５/４ 

R４/６ 

～ 

R５/５ 

R４/７ 

～ 

R５/６ 

R４/８ 

～ 

R５/７ 

NOx m3
N 10,041 10,000 10,005 9,993 10,022 10,033 10,044 10,181 9,916 9,143 8,416 7,626 

SPM kg 676 677 680 679 682 684 686 696 677 623 572 515 

項 
目 

単 
位 

R４/９ 

～ 

R５/８ 

R４/10 

～ 

R５/９ 

R４/11 

～ 

R５/10 

R４/12 

～ 

R５/11 

R５/１ 

～ 

R５/12 

R５/２ 

～ 

R６/１ 

R５/３ 

～ 

R６/２ 

R５/４ 

～ 

R６/３ 

R５/５ 

～ 

R６/４ 

R５/６ 

～ 

R６/５ 

R５/７ 

～ 

R６/６ 

R５/８ 

～ 

R６/７ 

NOx m3
N 7,115 6,723 6,289 5,846 5,441 5,012 4,543 3,904 3,523 3,515 3,356 3,345 

SPM kg 475 444 412 382 355 326 295 251 226 227 219 221 

項 
目 

単 
位 

R５/９ 

～ 

R６/８ 

R５/10 

～ 

R６/９ 
 

NOx m3
N 3,278 3,284  25,319 

SPM kg 220 222  1,564 
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5. 2 廃棄物・残土 

（１）調査結果 

令和２年９月から令和６年９月までの、廃棄物、残土等の発生量及びリサイクル量等

の調査結果は、表 5.2-1、表 5.2-2 に示すとおりである。 

 

（２）評価 

 ① 廃棄物 

廃棄物排出量の実績は、北街区工事で 10,048.6ｔ、南街区工事で 31,417.1ｔの合計

41,465.7ｔであり、予測総排出量（67,500ｔ）の約 61％となっている。 

また、廃棄物リサイクル量・リサイクル率の実績は、北街区工事で 9,483.8ｔ、94.4％、

南街区工事で 30,641.0ｔ、97.5％、合計で 40,124.8ｔ、96.8％であり、リサイクル率は

予測の 92.7％を上回っていた。 

今後も排出量の増加が見込まれるがれき類等について、リサイクルに努める。 

 

 ② 残土・汚泥 

残土発生量の実績は、北街区工事で 75,870ｍ3、南街区工事では 317,905ｍ3 の合計

393,775ｍ3 であり、予測総発生量（466,900ｍ3）の約 84％となっている。なお、本調査

対象期間（令和５年 10 月～令和６年９月）の新たな発生はなかった。 

汚泥発生量の実績は北街区工事で 36,706ｍ3、南街区工事で 123,643ｍ3 の合計 160,349

ｍ3 であり、予測総発生量（198,760ｍ3）の約 81％となっている。本調査対象期間（令

和５年 10 月～令和６年９月）では、北街区においては、帯水層井戸工事等に伴い汚泥が

発生した。南街区においては南高層棟（住宅棟）の山留工事及び杭工事等に伴い汚泥が

発生した。なお汚泥については、全量をリサイクルプラントにて処理し、埋め戻し材等

として用いる流動化処理土や再生土としてリサイクルしている。 

 

以上のことから、廃棄物・残土については、特に問題はないと評価する。 
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表 5.2-1(1) 廃棄物排出量及びリサイクル量（北街区） 

 

廃棄物の種類 

環境影響評価書における予測値 令和２年９月～令和６年９月実績値 

排出量 

（ｔ） 

ﾘｻｲｸﾙ率 

（％） 

ﾘｻｲｸﾙ量 

（ｔ） 

処分量 

（ｔ） 

排出量 

（ｔ） 

ﾘｻｲｸﾙ率 

（％） 

ﾘｻｲｸﾙ量 

（ｔ） 

処分量 

（ｔ） 

がれき類 6,540 98.0 6,410 130 
4,443.3 

(550.3)

100.0 

(100.0)

4,443.3 

(550.3)

0.0 

(0.0)

ガラス・ 

陶 磁 器

くず 

ＡＣＬ 80 98.0 78 2 
- 

(-)

- 

(-)

- 

(-)

- 

(-)

石膏ボード 860 98.0 843 17 
1,008.0 

(657.0)

100.0 

(100.0)

1,008.0 

(657.0)

0.0 

(0.0)

その他 210 2.0 4 206 
- 

(-)

- 

(-)

- 

(-)

- 

(-)

廃プラスチック類 690 78.0 538 152 
469.8 

(194.3)

100.0 

(100.0)

469.8 

(194.3)

0.0 

(0.0)

木くず 1,110 97.0 1,077 33 
806.5 

(258.6)

100.0 

(100.0)

806.5 

(258.6)

0.0 

(0.0)

金属くず 1,330 98.0 1,303 27 
- 

(-)

- 

(-)

- 

(-)

- 

(-)

繊維くず 0 10.0 0 0 
- 

(-)

- 

(-)

- 

(-)

- 

(-)

紙くず 140 98.0 137 3 
334.0 

(10.0)

100.0 

(100.0)

334.0 

(10.0)

0.0 

(0.0)

混合廃棄物 2,090 73.0 1,526 564 
2,987.0 

(1,776.7)

81.1 

(89.1)

2,422.2 

(1,583.7)

564.8 

(193.0)

計 13,050 91.3 11,916 1,134 
10,048.6 

(3,446.9)

94.4 

(94.4)

9,483.8 

(3,253.9)

564.8 

(193.0)

注:1.（ ）内の数値は、令和５年 10 月～令和６年９月実績値 

  2.実績値は小数第２位を四捨五入しているため、内訳と合計が一致しない場合がある。 
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表 5.2-1(2) 廃棄物排出量及びリサイクル量（南街区） 

 

廃棄物の種類 

環境影響評価書における予測値 令和２年９月～令和６年９月実績値 

排出量 

（ｔ） 

ﾘｻｲｸﾙ率 

（％） 

ﾘｻｲｸﾙ量 

（ｔ） 

処分量 

（ｔ） 

排出量 

（ｔ） 

ﾘｻｲｸﾙ率 

（％） 

ﾘｻｲｸﾙ量 

（ｔ） 

処分量 

（ｔ） 

がれき類 35,790 98.0 35,074 716 
16,068.2 

(5,587.4)

99.1 

(99.0)

15,921.7 

(5,530.1)

146.5 

(57.3)

ガラス・ 

陶 磁 器

くず 

ＡＣＬ 230 98.0 225 5 
- 

(-)

- 

(-)

- 

(-)

- 

(-)

石膏ボード 2,570 98.0 2,519 51 
8,037.4 

(5,653.9)

100.0 

(100.0)

8,037.4 

(5,653.9)

0.0 

(0.0)

その他 620 2.0 12 608 
- 

(-)

- 

(-)

- 

(-)

- 

(-)

廃プラスチック類 1,860 78.0 1,451 409 
1,911.6 

(1,261.4)

81.6 

(83.6)

1,560.5 

(1,053.9)

351.2 

(207.5)

木くず 2,750 93.6 2,573 177 
1,071.5 

(653.3)

99.8 

(100.0)

1,068.9 

(653.3)

2.6 

(0.0)

金属くず 3,880 98.0 3,802 78 
1,966.8 

(765.8)

99.8 

(100.0)

1,962.1 

(765.8)

4.8 

(0.0)

繊維くず 0 10.0 0 0 
- 

(-)

- 

(-)

- 

(-)

- 

(-)

紙くず 400 98.0 392 8 
178.6 

(113.2)

100.0 

(100.0)

178.6 

(113.2)

0.0 

(0.0)

混合廃棄物 6,350 73.0 4,636 1714 
2,183.0 

(1,721.6)

87.6 

(87.2)

1,911.9 

(1,501.4)

271.0 

(220.2)

計 54,450 93.1 50,684 3,766 
31,417.1 

(15,756.6)

97.5 

(96.9)

30,641.0 

(15,271.6)

776.1 

(485.0)

注:1.（ ）内の数値は、令和５年 10 月～令和６年９月実績値 

  2.実績値は小数第２位を四捨五入しているため、内訳と合計が一致しない場合がある。 

  3.石膏ボードのリサイクル量及びリサイクル率について、前回報告書記載の値に誤りがあっ

たため修正した。 



 33 

表 5.2-1(3) 廃棄物排出量及びリサイクル量（北街区・南街区合計） 

 

廃棄物の種類 

環境影響評価書における予測値 令和２年９月～令和６年９月実績値 

排出量 

（ｔ） 

ﾘｻｲｸﾙ率 

（％） 

ﾘｻｲｸﾙ量 

（ｔ） 

処分量 

（ｔ） 

排出量 

（ｔ） 

ﾘｻｲｸﾙ率 

（％） 

ﾘｻｲｸﾙ量 

（ｔ） 

処分量 

（ｔ） 

がれき類 42,330 98.0 41,484 846 
20,511.6 

(6,137.7)

99.3 

(99.1)

20,365.1 

(6,080.4)

146.5 

(57.3)

ガラス・ 

陶 磁 器

くず 

ＡＣＬ 310 98.0 303 7 
- 

(-)

- 

(-)

- 

(-)

- 

(-)

石膏ボード 3,430 98.0 3,362 68 
9,045.4 

(6,310.9)

100.0 

(100.0)

9,045.4 

(6,310.9)

0.0 

(0.0)

その他 830 2.0 16 814 
- 

(-)

- 

(-)

- 

(-)

- 

(-)

廃プラスチック類 2,550 78.0 1,989 561 
2,381.4 

(1,455.7)

85.3 

(85.7)

2,030.2 

(1,248.2)

351.2 

(207.5)

木くず 3,860 94.6 3,650 210 
1,878.0 

(911.9)

99.9 

(100.0)

1,875.4 

(911.9)

2.6 

(0.0)

金属くず 5,210 98.0 5,105 105 
1,966.8 

(765.8)

99.8 

(100.0)

1,962.1 

(765.8)

4.8 

(0.0)

繊維くず 0 10.0 0 0 
- 

(-)

- 

(-)

- 

(-)

- 

(-)

紙くず 540 98.0 529 11 
512.6 

(123.2)

100.0 

(100.0)

512.6 

(123.2)

0.0 

(0.0)

混合廃棄物 8,440 73.0 6,162 2,278 
5,170.0 

(3,498.3)

83.8 

(88.2)

4,334.2 

(3,085.1)

835.8 

(413.2)

計 67,500 92.7 62,600 4,900 
41,465.7 

(19,203.5)

96.8 

(96.5)

40,124.8 

(18,525.5)

1,340.9 

(678.0)

注:1.（ ）内の数値は、令和５年 10 月～令和６年９月実績値 

  2.実績値は小数第２位を四捨五入しているため、内訳と合計が一致しない場合がある。 

  3.石膏ボードのリサイクル量及びリサイクル率について、前回報告書記載の値に誤りがあっ

たため修正した。 

 

表 5.2-1(4) 廃棄物リサイクル方法 

 

廃棄物の種類 リサイクル方法 

がれき類 再生砕石、路盤材 

ガラス・陶磁器くず 
ＡＬＣ ＡＬＣメーカーでの再利用 

石膏ボード 石膏ボードメーカーでの再利用 

廃プラスチック類 原料化、サーマルリサイクル 

木くず 再生チップ 

金属くず 再資源化 

紙くず 古紙再生 

混合廃棄物 再分別、サーマルリサイクル 
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表 5.2-2(1) 残土発生量 

 

工種 街区 

発生量（ｍ3） 

環境影響評価書における予測値 
令和２年９月～令和６年９月実績値 

基準適合土 基準超過土 計 

土工事 

北街区 96,100 
19,350 

(0) 
56,520 

(0) 
75,870 

(0) 

南街区 370,800 
15,336 

(0) 
302,569 

(0) 
317,905 

(0) 

合  計 466,900 
34,686 

(0) 
359,089 

(0) 
393,775 

(0) 

注:（ ）内の数値は、令和５年 10 月～令和６年９月実績値 

 

表 5.2-2(2) 汚泥発生量 

 

工種 街区 

環境影響評価書における予測値 令和２年９月～令和６年９月実績値 

発生量 

（ｍ3） 

リサイクル率

（％） 

リサイクル量

（ｍ3） 

発生量 

（ｍ3） 

リサイクル率

（％） 

リサイクル量

（ｍ3） 

山留 

工事 

北街区 16,060 

88 

 47,599 

16,970 
(0) 

100 

(-) 
16,970 

(0) 

南街区 38,030 
31,893 
(2,132) 

100 

(-) 
31,893 
(2,132) 

計 54,090 
48,863 
(2,132) 

100 

(-) 
48,863 
(2,132) 

杭工事 

北街区 21,160 

127,310 

19,658 
(0) 

100 

(-) 
19,658 

(0) 

南街区 123,510 
91,750 

(12,159) 

100 

(-) 
91,750 

(12,159) 

計 144,670 
111,408 
(12,159) 

100 

(-) 
111,408 
(12,159) 

その他 北街区 － － － 
78 

(19) 
100 
(-) 

78 
(19) 

 合 計 198,760 88 174,909 
160,349 
(14,310) 

100 

(-) 
160,349 
(14,310) 

注:（ ）内の数値は、令和５年 10 月～令和６年９月実績値 
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６．環境保全措置の履行状況 

事後調査計画書に記載した建設工事中の環境保全のための措置とその履行状況は、以下の

とおりである。 

 

項 
目 環境保全措置（工事中） 履行状況 

工 

事 

計 

画 

・工事計画の策定にあたっては、公害防止技術

や工法等の採用及び低公害型機材の使用な

ど、周辺地域に対する影響を回避・低減する

対策を行う。 

・使用する建設機械については、排出ガス

対策型、国交省指定の低騒音型機械など

最新の騒音対策型の建設機械を可能な

限り採用しています。また、建設機械・

運搬車両に対しては、空ぶかし防止、ア

イドリングストップ励行を徹底してい

ます。（写真 1 参照） 

・工事車両出入口前の適切な誘導員配置や搬入

出時間帯の配慮など、影響を可能な限り低減

し安全な工事を行う。 

・工事車両出入口前には誘導員を配置する

とともに、右折入場・右折退場を禁止し、

直進車両や歩行者に配慮しています。（写

真 2 参照） 

・建設工事用車両の運行にあたっては、建設資

機材搬入車両の計画的な運行により、適切な

載荷を行い、工事関連車両の台数をできる限

り削減するとともに平準化を図る。また、走

行ルートについても、複数のルートを設定

し、車両の分散を図るなど、周辺環境への影

響をできる限り軽減する。 

・建設資機材搬入車両の計画的な運行によ

り、適切な荷載を行うなど、工事関連車

両の台数をできる限り削減しています。 

・公共交通機関利用を奨励し通勤のための

車両乗り入れを抑制しています。 

・車両走行ルートについても、複数のルー

トを設定し、車両の分散を図るなど、周

辺環境への影響をできる限り軽減して

います。 

・都市計画道路や都市公園などの周辺工事と工

程等について調整を行い、工事関連車両の集

中を可能な限り低減するとともに、必要な場

所に交通整理員を配置するなど、歩行者の安

全確保に配慮する。また、警察、道路管理者

等関係機関と協議調整を行い、周辺環境に配

慮する。 

・道路整備などのうめきた２期地区内の事

業者とは定期的に調整会議等を行い、工

事関連車両の集中を可能な限り低減す

るなど、歩行者の安全確保に配慮してい

ます。また、警察、道路管理者等関係機

関と協議調整を行い、周辺環境に配慮し

ています。 

・夜間工事を実施する場合には、必要最小限と

し、「地組工法」の採用による夜間工事時間

の短縮や騒音発生機器への防音カバーの設

置などの対策を講じる。また実施にあたって

は、警察、道路管理者等関係機関と協議調整

を行うとともに、周辺施設管理者、周辺住民

に事前に説明を行い、安全や環境に十分配慮

する。 

・北街区東側道路上のデッキ架設工事にお

いて、安全管理上通行止めを行う必要が

あり、夜間工事を実施しました。実施に

あたっては、「地組工法」を採用し、夜

間の騒音防止及び工事時間短縮を図る

とともに、警察などと協議調整し、通行

止めなど、安全対策を講じました。（前

回報告書対象期間までに実施済み。） 

・本事業以外の工事状況も踏まえた上で、週末

の工事については周辺環境に配慮した工事

計画とする。 

・週末の工事については、道路整備など、

うめきた２期地区内の事業者との調整

会議等において、状況把握を行い、建設

機械の稼働や工事関連車両の集中を可

能な限り低減するなど、周辺環境に配慮

して実施しています。 
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項 
目 

環境保全措置（工事中） 履行状況 

大 

気 

質 

・工事区域の周囲に高さ３ｍの仮囲い（万能塀

３ｍ）を設置する。 

・工事区域の周囲に仮囲い（鋼板 3.0ｍ）

を設置しています。（写真 3 参照） 

・建設機械等からの大気汚染物質の排出量を抑

制するため、工事実施時点においてより影響

の少ない最新の排出ガス対策型建設機械の

採用及び良質燃料の採用に努め、空ぶかしの

防止、アイドリングストップの励行等につい

て、工事会議等において周知するとともに、

建設機械等の稼働状況を適宜把握し、効率的

な工事を行う等、適切な施工管理を行う。 

・建設機械選定では、最新の排出ガス対策

型の建設機械を可能な限り採用してい

ます。（写真 1 参照） 

・建設機械の使用燃料の確認については、

排気口からの排ガスの異常や異音が発

生していないか現場で確認しながら工

事を行うとともに、空ぶかし防止、アイ

ドリングストップ励行を徹底していま

す。 

・建設機械等の稼働状況を把握し、管理を

行っています。また、問題が発生した場

合に備え、現場での連絡網を作成してい

ます。 

・万一問題が発生した場合には、関係機関と協

議のうえ、適切な対策等を検討、実施する。 

・調査期間中において、特に問題は発生し

ておりません。 

・建設資機材搬入車両の計画的な運行により、

適切な荷載を行い、工事関連車両の台数をで

きる限り削減するとともに、アイドリングス

トップの励行等を行う。 

・建設資機材搬入車両の計画的な運行によ

り、適切な荷載を行うなど、工事関連車

両の台数をできる限り削減するととも

に、空ぶかし防止、アイドリングストッ

プ励行を徹底しています。 

・公共交通機関利用を奨励し通勤のための

車両乗り入れを抑制しています。 

・適宜散水及び車両の洗浄を行い、粉じんの発

生及び飛散防止を図る。 

・作業中は、散水・車両洗浄を十分に行っ

て粉じんの発生・飛散防止を実施してい

ます。（写真 4 参照） 

・工事関連車両の出入口には養生鉄板を敷

き並べてタイヤの汚れ付着の防止を図

るとともに、必要に応じタイヤ洗浄を行

い、外部へ泥土等の持ち出しを防止して

います。（写真 5・6 参照） 

・ラッシュ時など混雑する時間帯をできるだけ

避けるとともに、各工事のピークがなるべく

重ならないように工程を調整する等の工事

の効率化・平準化に努め、車両の分散を図る。 

・建設資材の搬出入車両の運行は可能な限

り、朝・夕のラッシュ時間帯を避けるよ

う、調整を行っています。 

・北街区工事と南街区工事のピークが重な

る場合は、搬出入車両の調整を行い、平

準化に努めています。 

・走行ルートについては、幹線道路をできるだ

け利用するとともに、複数のルートを設定

し、車両の分散を図る。 

・車両走行ルートについては、複数のルー

トを設定し、車両の分散を図るなど、周

辺環境への影響をできる限り軽減して

います。 
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項 
目 

環境保全措置（工事中） 履行状況 

土 

壌 

・ 

地 

下 

水 

・汚染土壌が発生する場合及び地下水汚染があ

る場所について工事を実施する場合は、大阪

市環境局等の関係機関と協議し、土壌汚染対

策法等の関係法令に準拠し、適切に対応する。 

・汚染土壌の事業計画地からの搬出にあた

り、事前に大阪市環境局に施工計画及び

搬出処理計画を提出し、法令に基づき適

切に搬出、運搬及び処理を行いました。

（前回報告書対象期間までに実施済

み。） 

・障害撤去にて排出された残土の内、汚染

土に該当する土壌については、シート養

生等の飛散防止を行ったうえで搬出し

ました。（前回報告書対象期間までに実

施済み。） 

・土壌を搬出する場合には、散水・シートで覆

う等の飛散防止を行う。 

・工事関連車両の出入口には養生鉄板を敷

き並べてタイヤの汚れ付着の防止を図

るとともに、必要に応じタイヤ洗浄を行

い、外部へ泥土等の持ち出しを防止して

います。（写真 5・6 参照） 

・事業計画地内で汚染土壌を一時保管する場合

も、散水・シート養生等の飛散防止対策を行

う。 

・汚染土壌の一時保管の際は、散水・シー

ト養生等の飛散防止対策を行いました。

（前回報告書対象期間までに実施済

み。） 

・必要に応じ、事業計画地内の地下水の周辺地

域への拡散防止対策（止水性土留工等）を講

じる。 

・掘削工事に先だち、止水性土留により山

留工事を実施しました。 

・周辺地盤を乱さないＴＲＤ工法やＳＭＷ工法

等の採用を検討する。 

・山留工事においては、ＴＲＤ工法を採用

しました。（前回報告書対象期間までに

実施済み。） 
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項 
目 

環境保全措置（工事中） 履行状況 

騒 

音 

・ 

振 

動 

・建設工事の実施にあたっては、工事区域の周

囲に遮音壁を兼ねた仮囲いを設置する。 

・工事区域の周囲に仮囲い（鋼板 3.0ｍ）

を設置しています。（写真 3 参照） 

・低騒音型の建設機械・工法の採用や同時稼働

の回避に努める。また低振動型の工法を採用

する。 

・建設機械選定では、国交省指定の低騒音

型機械など最新の騒音対策型の建設機

械を可能な限り採用しています。（写真 1

参照） 

・空ぶかしの防止、アイドリングストップの励

行等の適切な施工管理を行う。 

・建設機械・運搬車両に対しては、空ぶか

し防止、アイドリングストップ励行を徹

底しています。 

・地下工事については、１階床を施工した後に

地下の掘削・躯体工事を行う逆打工法を採用

する。 

・地下工事については、建設機械等からの

騒音による周辺環境への影響をできる

限り軽減するため、逆打工法を採用しま

した。 

・事業計画地周辺の中高層住宅の立地状況を踏

まえ、高さ方向の騒音影響について事前に検

討を行い、必要に応じ超低騒音型建設機械の

導入、移動式防音壁や仮囲い上部への防音シ

ートの設置等の対策を実施するとともに、工

事中に騒音を計測し、必要に応じて適切な措

置を講じる。 

・事業計画地周辺の中高層住宅の立地状況

を踏まえ、必要に応じて高さ方向の騒音

影響について事前に検討を行い、評価書

での予測値及び規制基準値を超過しな

いことを確認したうえで、工事を実施し

ました。 

・設置した仮囲いの上部に機器を設置し、

騒音の状況を確認し、工事を実施しまし

た。 

・工事最盛期に建設作業騒音・振動につい

て事後調査を実施しました。その際、設

置した仮囲いの上部（高さ 3ｍ）におい

ても騒音測定を実施し、問題のないこと

を確認しました。（前回報告書対象期間

までに実施済み。）（写真７参照） 

・夜間工事を実施する場合には作業期間の低減

や車両入退場の削減等に配慮し、できる限り

騒音等が発生しない工種・工法とし、警察、

道路管理者等関係機関と協議調整の上、安全

な工事計画を立て実施する。 

・北街区東側道路上のデッキ架設工事にお

いて、安全管理上通行止めを行う必要が

あり、夜間工事を実施しました。実施に

あたっては、「地組工法」を採用し、夜

間の騒音防止及び工事時間短縮を図る

とともに、警察などと協議調整し、通行

止めなど、安全対策を講じました。（前

回報告書対象期間までに実施済み。） 

・建設資機材搬入車両の計画的な運行により、

適切な荷載を行い、工事関連車両の台数をで

きる限り削減する。 

・建設資機材搬入車両の計画的な運行によ

り、適切な荷載を行うなど、工事関連車

両の台数をできる限り削減しています。 

・ラッシュ時など混雑する時間帯をできるだけ

避けるとともに、各工事のピークがなるべく

重ならないように工程を調整する等の工事の

効率化・平準化に努め、車両の分散を図る。 

・建設資材の搬出入車両の運行は可能な限

り、朝・夕のラッシュ時間帯を避けるよ

う、調整を行っています。 

・北街区工事と南街区工事のピークが重な

る場合は、搬出入車両の調整を行い、平

準化に努めています。 

・走行ルートについて、幹線道路をできるだけ

利用するとともに、複数のルートを設定し、

車両の分散を図るなど、周辺の道路交通騒音

への影響をできる限り軽減する。 

・車両走行ルートについては、複数のルー

トを設定し、車両の分散を図るなど、周

辺環境への影響をできる限り軽減して

います。 
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項 
目 

環境保全措置（工事中） 履行状況 

地

盤

沈

下 

・工事着手前には道路管理者、埋設企業体との

協議等により、地下水流動阻害による周辺埋

設管の安全確認を行い、工事中は鉄道事業者

や道路管理者等との協議に基づき、土留壁や

地盤の変位量計測、地下水位のモニタリング

等を行いながら施工を行い、安全確保に努め

る。 

・新築建物の外周部に遮水性の高いソイル

セメント柱列壁やＲＣ柱列壁杭の構築

により、地下水の発生を抑制しました。

（前回報告書対象期間までに実施済

み。） 

・計画地は鉄道（ＪＲ東海道支線）に近接

していることから、鉄道軌道への変位防

護に配慮するため、施工にあたっては、

工事着手前に鉄道事業者と協議を実施

し、施工方法や計測管理方法を決定した

上で、鉄道事業者と連携を取りながら、

施工中の列車運行の安全を確保しまし

た。 

電

波

障

害 

・電波障害の障害範囲には一部に未対策の地域

が存在することから、本事業の実施にあたっ

ては、工事中を含め、地上躯体の進捗にあわ

せてクレーンの向きや配置に配慮するなど適

宜必要な対策を行うとともに、計画建物の影

響確認とあわせ、事前に障害範囲内の対策が

必要な地域についてＣＡＴＶ局への加入等の

適切な対策を行う。 

・現在施工中の建築物による電波障害の障

害範囲については、対策状況を確認し、

必要な建物についてはＣＡＴＶ局への

加入等の対策を行いました。（前回報告

書対象期間までに実施済み。） 

・地上躯体工事の実施にあたっては、クレ

ーンの向きや配置に配慮するなど必要

な対策を実施しています。 

・影響が確認された場合には適切に対処し

ます。 

・共同受信設備について、本事業の影響が考え

られる場合には、設置者と協議して適切に対

応する。 

・共同受信設備については、本事業による

電波障害の影響を受けるものはありま

せんでした。 
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項 
目 環境保全措置（工事中） 履行状況 

廃

棄

物

・

残

土 

・「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法

律」（建設リサイクル法）等の関係法令に基づ

き、発生抑制・再利用、リサイクル等につい

て適正な措置を講じる。 

・工事の実施に伴い発生する建設廃棄物

は、「建設工事に係る資材の再資源化等

に関する法律」（建設リサイクル法）等

の関係法令に基づき、下記の通り、発生

抑制・減量化・再資源化等について適切

な措置を講じています。 

・廃棄物はできる限り場内で種類ごとに分別し、

中間処理業者に引き渡すことにより再生骨

材、路盤材、再生チップ等としてリサイクル

を図る。 

・可能な限り場内で種類ごとに分別し、中

間処理業者に引き渡すことにより再生

骨材、路盤材等として可能な限りリサイ

クルを図っています。（写真 8 参照） 

・分別後のリサイクルできない廃棄物は、

中間処理業者への引渡しを行っていま

す。 

・廃棄物の搬出にあたっては、シートで覆うな

どの場外への拡散防止を行う。 

・廃棄物の搬出にあたっては、シートで覆

うなどの飛散防止を図っています。 

・建設資材等については、できる限りリサイク

ル製品を使用するものとし、建設リサイクル

の促進についても寄与するよう努める。 

・使用する建設資材等については、再生骨

材や流動化処理土などのリサイクル製

品を使用しています。 

・産業廃棄物管理票の写しを確実に処理業者か

ら受取り、最終処分まで適正に処理されたこ

とを確認する。 

・廃棄物の処理が適正になされていること

を、電子マニフェストによって確認して

います。 

・残土については、土壌汚染対策法に基づく調

査（認定調査）により基準適合土壌の分布状

況を把握し、できる限り再利用等の有効活用

を図るとともに、汚染土壌については浄化・

再資源化施設への搬出を基本とし、埋立処分

量の低減を図る。 

・残土については、掘削工事の実施にあた

り、土壌汚染対策法に基づく届出を行っ

たうえ、汚染土壌を法令に従い適切に処

分しました。（前回報告書対象期間まで

に実施済み。） 

・なお、汚染土の発生をできるだけ抑制す

るため、搬出土について土壌汚染対策法

における認定調査を実施しました。基準

適合土と判定された土壌について、分別

可能な範囲で基準不適合土壌と分別し、

搬出しました。（前回報告書対象期間ま

でに実施済み。） 

・掘削時には場内の散水やシートで覆うなど、

飛散防止を行う。 

・掘削工事の際は、散水・シート養生等の

飛散防止対策を行いました。 

・残土の運搬にあたっては、運搬車両のタイヤ

洗浄やシートで覆うなどの場外への拡散防止

を行う。 

・工事関連車両の出入口には養生鉄板を敷

き並べてタイヤの汚れ付着の防止を図

るとともに、必要に応じタイヤ洗浄を行

い、外部へ泥土等の持ち出しを防止して

います。（写真 5・6 参照） 

・汚泥については、土留・杭工事において流動

化剤等の使用によりセメントミルク注入量を

抑制し、汚泥発生量を低減する工法を採用す

る。 

・建設汚泥の発生を抑制するため、山留め

壁には汚泥発生量を低減するための薬

剤を注入しながら実施しました。 

・汚泥については、「建設リサイクル推進計画

2014」（国土交通省、平成 26 年）の目標値で

あるリサイクル率 90％以上を目指し、再資源

化施設による再生利用を図る。 

・汚泥については、全量をリサイクルプラ

ントにて処理し、埋め戻し材等として用

いる流動化処理土や再生土としてリサ

イクルしました。 
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項 
目 環境保全措置（工事中） 履行状況 

文

化

財 

・工事の実施にあたっては、文化財保護法等の

関係法令に基づき、必要な届出を行う。 

・事業計画地については、周知の埋蔵文化

財包蔵地となっており、発掘調査が行わ

れています。工事の実施にあたっては、

大阪市教育委員会等の関係機関と協議

し、文化財保護法等の関係法令に基づ

き、必要な届出を行いました。（前回報

告書対象期間までに実施済み。） 

・建設工事の実施にあたって、何らかの遺跡等

が発掘された場合は、大阪市教育委員会と協

議の上、適切に対応する。 

・今後、工事中に遺構・遺物等が発見され

た場合は、ただちに工事を中止し、大阪

市教育委員会と協議します。 
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７．市長意見及びその履行状況 

市長意見及び市長意見に対する事業者の見解及びその履行状況は以下に示すとおりである。 

 

市長意見 市長意見に対する事業者の見解 履行状況 

緑化計画 

うめきた 2 期地区
は、みどりのまちづ
くりを先導する重要
な役割を担っている
ことから、屋上緑化
の拡大や地表高さか
らも視認できる緑化
の導入により、建築
物において最大限の
緑 量 を 確 保 す る こ
と。 

緑化にあたっては、低層部テラス
の屋上緑化により、緑豊かなオープ
ンスペースとしての「みどり」を低
層部テラスにおいて可能な限り確保
するとともに、敷地形状に対して角
度をつけた建築物配置や中・高層部
のセットバックを設けることで、地
上部の緑化を含めて周辺にも開かれ
た緑化空間を確保します。また、低
層部においては壁面緑化の導入やテ
ラスの外縁に緑地を配置すること
で、公園等の周辺からも視認できる
計画とするなど、可能な限りの緑量
を確保します。 

緑化についての基本的な考え
方は左記の見解のとおりです。 

北街区賃貸棟においては、左
記の見解の通り、屋上緑化、壁
面緑化を導入しています。 

他棟については、現在、具体
的な設計を進めています。 

 

大気質 

大阪市環境基本計
画における目標を踏
まえ、工事実施時点
における最新の排出
ガス対策型建設機械
の採用や、効率的な
施工管理による稼働
台数の削減等の環境
保全対策を徹底し、
大気汚染物質の排出
量を可能な限り抑制
すること。 

工事の実施にあたっては、工事実
施時点においてより影響の少ない最
新の排出ガス対策型建設機械の採用
及び良質燃料の使用に努め、空ぶか
しの防止、アイドリングストップの
励行等について、工事会議等におい
て周知するとともに、建設機械等の
稼働状況を適宜把握し、効率的な工
事を行う等、適切な施工管理を行う
ことなどにより、大気汚染物質の排
出量をできる限り抑制します。 

建設機械選定では、最新の排
出ガス対策型の建設機械を可能
な限り採用しています。また、
排気口からの排ガスの異常や異
音が発生していないか現場で確
認しながら工事を行うととも
に、空ぶかし防止、アイドリン
グストップ励行を、工事調整会
議等で周知・徹底しています。 

さらに、建設機械等の稼働状
況を把握し、効率的な工事を行
う等、適切な施工管理を行うこ
となどにより、大気汚染物質の
排出量をできる限り抑制してい
ます。 

騒音 

事業計画地近傍に
は中高層住宅が立地
していることから、
工事の実施にあたっ
ては、高さ方向の騒
音対策について事前
に 詳 細 な 検 討 を 行
い、近隣住民への影
響を低減するよう万
全な対策を実施する
こと。 

工事の実施にあたっては、事業計
画地周辺の中高層住宅の立地状況を
踏まえ、高さ方向の騒音影響につい
て事前に検討を行い、必要に応じ超
低騒音型建設機械の導入、移動式防
音壁や仮囲い上部への防音シートの
設置等の対策を実施するとともに、
工事中に騒音を計測し、必要に応じ
て適切な措置を講じます。 

事業計画地周辺の中高層住宅
の立地状況を踏まえ、必要に応
じて高さ方向の騒音影響につい
て事前に検討を行い、評価書で
の予測値及び規制基準値を超過
しないことを確認したうえで、
工事を実施しました。また、設
置した仮囲いの上部に機器を設
置し、騒音の状況を確認し、工
事を実施しました。さらに、工
事最盛期に建設作業騒音・振動
について事後調査を実施しまし
た。その際、設置した仮囲いの
上部（高さ 3ｍ）においても騒
音測定を実施し、問題のないこ
とを確認しました。（前回報告書

対象期間までに実施済み。） 
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市長意見 市長意見に対する事業者の見解 履行状況 

地球環境 

住宅を含めた建物
全体での断熱性能の
向上、高効率機器の
導入や自然エネルギ
ー利用の拡大等を図
るとともに、設備機
器等の更新時にはそ
の時点における最先
端技術を導入するこ
とにより、脱炭素社
会の実現に向けたモ
デルとなるよう取り
組むこと。 

本事業では、住宅を含めた建物全
体での low-e 複層ガラスの採用によ
る断熱性能の向上、コージェネレー
ションシステム等の高効率機器の導
入、さらに帯水層蓄熱システムや生
ごみバイオガス発電、自然換気シス
テム、太陽光発電など再生可能エネ
ルギーを導入するとともに、設備機
器等の更新時には最先端技術を導入
することにより、脱炭素社会の実現
に向けたモデルとなるよう取り組み
ます。 

温暖化対策についての基本的
な考え方は左記の見解のとおり
です。 

着工済みの北賃貸棟・北住宅
棟・南賃貸棟については、コー
ジェネレーションシステム等の
高効率機器、帯水層蓄熱システ
ム、生ごみバイオガス発電及び
自然換気システムなどを導入し
た設計とし、北街区賃貸棟が完
成しています。 

南住宅棟については現在、具
体的な設計を進めています。 

景観 

事 業 計 画 地 は 大
阪・関西の都市イメ
ージを印象付ける重
要な場所であること
から、建物の配置に
より生み出された空
間の活用や魅力的な
意匠等の創意工夫に
より、都市公園等と
一体となって緑とに
ぎわいがあふれる新
たな都市景観を創出
すること。 

本事業では、都市公園と一体的な
ランドスケープデザインを行い、都
市公園が民地内に入り込むような
「みどり」の景観を形成し、地区全
体でみどり溢れる大地のような都市
景観を創出します。また、大阪都心
にふさわしい新たな景観の創出にも
寄与するよう、計画建物は裏表のな
い四周正面を意識した外観とし、建
物配置によって生み出された空間を
緑化やにぎわい溢れる多目的空間と
して最大限活用することに加えて、
植栽を一部高規格化することによ
り、象徴的で快適な歩行者空間を形
成するとともに、都市公園や周辺道
路との連続性及び周辺地域からのゲ
ート性について考慮します。なお、
今後、詳細検討にあたっては、都市
公園やグランフロント大阪等の関係
機関とも協議・調整・意見交換を行
います。 

景観についての基本的な考え
方は左記の見解のとおりです。 

着工済みの北賃貸棟・北住宅
棟・南賃貸棟については、UR 都
市機構等の関係者との協議及び
大阪市との景観協議を実施して
おり、引き続き詳細検討を行っ
ています。 

北街区賃貸棟については、上
記協議を踏まえた外観とし、完
成しています。南住宅棟につい
ては現在、具体的な設計を進め
ています。 
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８．履行状況写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 排ガス基準適合・低騒音型建設機械       写真２ 交通誘導員配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     写真３ 仮囲いの設置             写真４ 散水状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     写真５ 養生鉄板設置            写真６ タイヤ洗浄 
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    写真７ 騒音振動調査の状況           写真８ 廃棄物分別状況 

 

 

 




